
蒙
古
朝
治
下
に
お
け
る
漢
入
世
侯

河
朔
地
区
と
山
東
地
区
の
二
つ
の
型

井

ノ

崎
　
隆
　
興

、…

y
鐘
＋
警
語
の
霧
漢
土
簗
・
金
・
馨
の
三
朝
翌
で
混
馨
垂
凱
纂
を
響
出
・
て
い
途
≡
三
豊
に
平
蕪
芒
胤

賦
し
て
、
漢
土
の
民
衆
に
霜
屯
す
る
に
至
っ
た
。
併
し
、
そ
れ
が
異
属
族
支
配
で
あ
っ
た
だ
け
に
並
々
な
ら
ぬ
抵
抗
を
受
け
種
々
の
盗
難
を
伴
っ
た
事
は
歎
ぢ
ρ

　
ま
で
も
な
い
。
ま
し
て
、
江
南
の
馳
に
あ
っ
て
諺
語
は
虎
視
耽
た
と
し
て
失
地
圃
復
を
狽
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
此
の
時
に
新
古
朝
鳶
と
民
衆
と
の
丁
霊
中

一
商
的
地
位
を
占
堕
」
、
徽
妙
養
割
姦
じ
た
の
題
入
試
侯
達
で
あ
・
る
．
あ
漢
人
堤
奏
嘉
・
の
関
姪
お
い
ギ
、
考
察
し
よ
乏
し
た
の
柔
論
…

還
凸
窪
…
〉
…
…
…
…
…
…
一
…
…
…
一
…
…
ミ
ー
…
、
…
ζ
…
…
…
…
…
ー
ー
瞬

（537）

一、

ﾍ
　
し
　
が
　
き

　
北
族
部
族
が
漢
土
を
征
服
す
る
特
、
常
に
彼
等
を
迎
え
入
膿
よ
う

　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

と
す
る
漢
人
達
が
い
る
。

　
蒙
古
人
に
よ
っ
て
元
朝
が
成
立
す
る
前
に
於
て
も
、
侵
入
軍
に
便

宜
を
与
え
た
り
、
或
は
進
ん
で
侵
略
軍
の
先
鋒
と
な
る
等
と
、
一
群

　
　
　
　
繁
古
朝
漁
下
に
趣
け
る
漢
人
轍
侯
（
井
ノ
崎
）

の
撞
帆
入
達
の
瓢
夙
獣
一
に
は
刮
爾
∵
す
べ
シ
¢
9
℃
の
が
あ
っ
た
。
既
燃
㍗
の
搬
灰
四

達
こ
そ
、
や
が
て
一
定
の
義
務
履
行
と
交
換
に
諸
権
利
を
容
認
さ
れ

た
、
麻
謂
漢
人
諸
侯
と
な
る
人
達
で
あ
っ
た
。

　
当
時
を
記
録
す
る
元
輿
を
播
く
時
、
客
易
に
多
く
の
漢
人
諸
侯
を

見
出
す
が
、
中
で
も
満
城
（
　
②
保
州
）
に
根
拠
を
も
つ
張
柔
、
天
城

（
葵
・
西
京
、
大
同
の
属
地
）
の
劉
黒
篤
、
量
定
（
正
定
）
の
輿
天
沢
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
七



　
　
　
　
豪
古
朝
治
下
に
お
け
る
溝
入
世
侯
（
井
ノ
臨
）

信
州
（
東
平
）
の
厳
実
が
、
　
「
他
に
衆
を
領
す
る
者
あ
る
と
い
え
ど

も
、
倶
に
此
の
四
人
の
無
数
の
多
き
と
、
カ
の
強
き
事
に
お
よ
ぼ

ず
」
（
黒
白
事
略
）
と
、
説
明
さ
れ
る
よ
う
に
「
四
大
諸
侯
」
と
称

せ
ら
れ
た
。
叉
、
　
「
太
視
皇
帝
以
来
、
中
原
を
定
め
江
南
を
取
る
。

漢
人
で
興
国
に
労
の
あ
っ
た
者
は
、
張
（
柔
）
氏
と
皮
氏
を
最
と
な

す
し
（
道
闘
章
古
論
、
准
胎
貝
溝
鼠
廟
之
碑
y
と
も
云
わ
れ
て
い
る
。
要

す
る
に
、
更
天
沢
、
張
柔
、
厳
実
、
劉
黒
馬
の
四
人
が
、
蒙
古
朝
廷

に
忠
順
な
有
力
諸
侯
で
あ
っ
た
纂
は
聞
違
い
な
い
。

　
併
し
な
が
ら
、
す
べ
て
の
漢
入
諸
侯
が
蒙
主
導
に
忠
順
で
あ
っ
た

わ
け
で
は
な
い
。

　
例
え
ば
、
金
華
に
蒙
古
軍
に
降
っ
た
金
朝
の
武
将
武
紬
が
蒙
古
の

太
祖
二
十
年
（
一
夕
ニ
五
年
）
に
叛
旗
を
翻
し
、
沢
州
（
出
西
陽
城
県

西
）
に
於
て
敢
え
な
き
最
後
を
遂
げ
た
と
い
う
も
の
の
、
其
の
開
十

年
に
竜
及
ん
で
執
拗
な
抵
抗
を
続
け
た
し
（
金
更
、
武
破
手
）
、
厳
実

の
次
子
と
生
れ
な
が
ら
蒙
盲
撃
延
の
意
向
を
無
視
し
、
遂
に
中
型
二

年
Ω
二
六
一
年
）
五
月
＋
四
臼
、
京
師
に
召
還
せ
ら
れ
て
官
爵
を

一
挙
に
剥
奪
さ
れ
た
東
平
器
量
斑
総
管
叢
行
軍
万
戸
の
厳
忠
済
な
ど

ハ
早
藤
鄭
記
中
）
、
反
抗
の
漢
入
諸
侯
達
も
容
易
に
あ
げ
得
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
八

　
だ
が
、
最
も
注
饗
す
べ
き
は
李
廼
の
叛
乱
で
あ
ろ
う
。
田
東
一
帯

に
五
十
年
に
わ
た
っ
て
甘
バ
の
強
盛
を
う
た
わ
れ
た
李
氏
が
、
廼
に
至

っ
て
中
統
箪
年
二
月
三
区
を
期
し
突
如
と
し
て
益
都
に
起
り
済
爾
に

拠
っ
て
反
旗
を
翻
し
た
。
親
王
吟
聖
恩
の
指
揮
す
る
蒙
漢
融
合
の
討

伐
軍
は
直
ち
に
済
南
に
向
つ
た
。
か
く
て
包
囲
さ
れ
る
こ
と
五
ヶ
月
、

弓
折
れ
矢
尽
き
た
李
壇
は
大
明
湖
の
投
身
自
殺
も
果
さ
ず
、
遂
に
誌

殺
さ
れ
て
、
こ
の
叛
乱
は
鎮
定
し
た
が
、
元
朝
成
立
の
聞
も
な
い
陣

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

期
で
あ
っ
た
だ
け
に
其
の
衝
動
は
非
常
に
大
な
る
も
の
が
あ
っ
た
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
蒙
古
朝
治
下
の
漢
人
諸
侯
に
は
忠
順
型
と
反
抗

響
も
腎
べ
茎
く
相
反
す
る
二
つ
の
型
が
窪
し
菊
尤
も
・

二
つ
の
型
が
存
在
す
る
と
云
う
其
れ
だ
け
な
ら
他
の
場
合
に
も
見
ら

れ
る
現
象
で
、
特
に
取
り
あ
げ
る
必
要
は
な
い
か
も
知
れ
な
い
。
だ

が
問
題
は
此
の
コ
つ
の
型
が
蒙
古
人
政
権
と
い
う
異
民
族
の
支
配
統

治
の
下
に
芽
ば
え
た
現
象
で
あ
り
、
而
も
、
次
に
あ
げ
る
事
実
と
密

接
な
関
係
が
あ
る
に
至
っ
て
、
考
察
の
対
象
と
し
て
の
価
値
を
十
分

に
も
っ
て
く
る
。

　
そ
の
事
実
と
云
う
の
は
、
李
繭
の
叛
乱
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
反

抗
的
桑
漢
画
諸
侯
達
は
山
東
地
区
な
い
し
は
其
の
近
辺
に
根
拠
地
を
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持
っ
て
い
た
事
で
あ
る
。
着
初
か
ら
の
密
使
が
届
い
て
い
た
劉
復
亨

は
徳
州
の
で
刀
｝
戸
詰
軍
隠
絵
鴨
管
♪
し
山
の
つ
た
し
、
　
國
閥
聯
「
に
靴
低
起
」
メ
ベ
霜
鳥
麹
雪

で
あ
っ
た
張
邦
直
の
兄
弟
は
済
南
の
万
戸
で
あ
b
ノ
、
叛
乱
に
歩
を
合

し
た
李
果
寄
は
隠
州
の
総
管
を
務
め
、
そ
し
て
、
当
然
李
硬
と
共
に

戦
っ
た
で
あ
ろ
う
厳
忠
済
は
、
先
に
書
い
た
通
り
既
に
処
分
さ
れ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

は
い
た
が
東
平
が
在
地
で
あ
っ
た
等
々
ぞ
あ
る
。

　
こ
れ
に
反
し
、
李
薄
討
伐
に
参
加
し
た
漢
人
諸
侯
は
、
行
軍
紫
野

の
張
柔
は
順
天
、
丞
相
の
皮
天
沢
は
真
定
と
、
い
く
ら
で
竜
挙
げ
う

　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

る
其
の
殆
ん
ど
が
河
馬
禺
身
の
漢
人
諸
侯
で
あ
っ
た
。

　
世
祖
フ
ビ
ラ
イ
汗
が
開
平
府
（
察
恰
爾
多
倫
県
）
よ
り
中
都
（
隠

元
九
年
に
大
都
と
改
名
）
へ
遷
都
し
た
の
は
、
至
元
隣
年
（
一
二
六
七

年
）
ぞ
あ
っ
た
が
、
河
朔
の
漢
人
諸
侯
が
、
山
東
の
漢
人
諸
侯
に
比

べ
て
蒙
吉
朝
に
近
く
、
そ
の
地
理
的
な
蓑
異
が
、
そ
の
ま
ま
両
地
区

へ
蒙
宙
朝
廷
の
支
配
力
の
強
弱
と
な
り
、
忠
順
と
反
抗
の
相
異
が
出

来
た
の
で
あ
ろ
う
。
併
し
な
が
ら
、
い
ず
れ
の
組
の
漢
入
世
侯
に
し

ろ
取
っ
た
行
為
が
、
夫
々
の
諸
侯
に
と
っ
て
、
其
の
場
合
最
も
有
利

な
行
動
ぞ
あ
っ
た
事
は
開
違
い
な
い
。
そ
う
だ
と
す
る
と
陰
縫
の
叛

乱
の
聴
、
共
に
反
抗
を
示
し
た
漢
人
世
配
達
の
問
に
は
、
そ
れ
に
よ

　
　
　
　
蒙
古
朝
治
下
に
お
け
る
漢
人
世
錠
（
井
ノ
綜
）

つ
て
有
利
に
な
る
何
か
共
通
の
理
由
ボ
な
く
て
は
な
ら
な
い
事
に
な

る
。
其
の
理
由
と
は
、
一
体
、
如
何
な
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
、
興
味

あ
る
問
題
と
云
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

　
か
く
し
て
、
漢
人
世
侯
の
考
究
の
問
題
は
熱
暑
さ
れ
る
の
で
あ
る

が
、
問
題
が
漢
人
世
侯
を
塞
盤
と
し
て
い
る
だ
け
に
、
当
然
彼
等
と

蒙
古
朝
廷
と
が
基
本
的
に
如
何
な
る
関
係
に
あ
っ
た
か
と
嚢
う
理
解

が
先
行
的
に
用
意
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
。
そ
し
て
其
の
上
で
ご
つ
の

型
の
代
表
と
し
て
、
愛
氏
と
李
氏
の
両
漢
人
諸
侯
を
比
較
考
察
す
る

方
法
を
取
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
両
者
の
網
異
点
の
中

に
こ
そ
、
　
一
方
を
忠
順
に
他
方
を
反
抗
に
向
わ
せ
た
素
因
が
潜
ん
で

い
る
と
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

　
考
察
は
、
先
ず
順
序
と
し
て
、
漢
入
世
侯
の
出
現
ま
で
の
瞥
見
か

ら
始
ま
る
。

二
、
漢
人
肩
口
の
出
現
ま
で

　
貞
祐
一
一
年
五
月
（
一
二
｝
五
年
、
蒙
古
太
祖
十
年
）
、
宣
鉄
は
一
部
の

強
い
反
対
を
誹
し
て
津
へ
遷
都
し
た
。
所
謂
、
金
轡
の
訳
筆
で
あ
る
。

蒙
古
軍
防
衛
の
自
信
を
失
っ
た
金
朝
と
し
て
は
、
止
む
を
得
な
い
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
九
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肇
古
韓
溢
下
に
お
け
る
濃
人
黛
揆
（
弁
ノ
崎
）

で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
併
し
な
が
ら
、
「
金
の
幽
燕
を
棄
て
沐
に
遜

都
す
る
は
已
に
失
策
な
り
」
　
（
元
史
、
史
果
侃
伝
）
と
の
庚
元
侃
の
轟
…
一

葉
に
拠
る
ま
で
竜
な
く
、
・
そ
れ
は
宣
誓
の
責
め
ら
れ
る
べ
き
失
敷
の

一
つ
で
あ
っ
た
。
　
「
金
の
貞
祐
、
主
は
南
渡
し
、
元
軍
は
北
へ
還
る
。

是
時
河
朔
は
嘘
と
な
り
、
蕩
然
と
し
て
統
な
し
」
（
元
文
頚
、
易
州
大

守
郭
君
墓
誌
銘
）
と
、
河
朔
地
方
の
荒
廃
と
繁
乱
が
激
し
い
様
相
…
を

呈
し
始
め
た
の
は
、
ま
さ
に
此
の
時
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

　
か
く
し
て
、
戦
場
は
河
南
を
習
え
て
拡
大
し
、
　
「
戸
口
は
日
に
逼

り
、
軍
費
は
臓
に
急
、
賦
愈
は
繁
重
に
し
て
、
皆
給
を
河
南
に
仰
ぐ
。

昆
命
に
堪
え
ず
。
率
に
妻
田
を
棄
て
て
柏
継
い
で
亡
去
す
」
（
金
史
・

食
貨
志
）
の
事
態
が
雌
毒
し
た
。
こ
の
果
し
な
く
続
く
流
民
を
、
金

朝
は
換
手
傍
観
し
て
い
る
わ
け
に
は
ゆ
か
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
戦
力

に
影
響
し
、
延
い
て
は
三
朝
の
存
立
を
揺
が
す
問
題
で
あ
っ
た
。

　
そ
こ
で
、
金
朝
は
次
の
諸
対
策
を
採
用
し
た
。

一
、
　
「
其
歳
免
租
」
の
制

　
詔
を
下
し
て
流
民
に
復
業
を
命
じ
、
若
し
応
じ
た
者
に
は
其
の
歳

の
租
税
を
免
除
す
る
と
云
う
の
で
あ
る
（
金
融
、
食
貨
憲
戸
巳
。
併

し
、
こ
の
処
置
は
「
国
爆
の
乏
幅
」
と
云
う
最
大
の
欠
点
を
暴
露
し

…瓢

た
。

一一

A
　
「
環
戸
単
軸
勅
」
の
制

　
前
考
の
欠
点
を
補
う
も
の
と
し
て
続
い
て
施
行
さ
れ
た
此
の
輝
度

は
、
流
亡
し
た
者
の
租
税
を
残
っ
て
い
る
者
に
割
り
あ
て
て
代
納
さ

す
亀
の
で
あ
っ
た
（
金
史
禽
貨
志
、
戸
欝
）
。
一
応
こ
れ
は
国
用
の
乏

謁
を
防
げ
ば
し
た
が
屠
者
の
仁
負
担
を
倍
加
し
、
や
が
て
は
又
流
民
を

促
進
す
る
原
践
と
な
っ
た
。
興
定
元
年
（
一
二
＝
い
年
、
蒙
古
太
祖
＋

二
年
）
の
「
百
姓
流
亡
し
適
賦
は
皆
編
戸
に
配
す
。
人
何
ぞ
以
て
堪

え
ん
。
…
…
亡
考
な
ん
ぞ
復
業
を
肯
ぜ
ん
や
。
　
（
中
略
）
其
れ
寵
せ

議
し
て
之
を
除
け
」
（
金
奥
、
宣
糸
本
紀
）
と
ゑ
う
厳
し
い
勅
命
の
一

欺
か
ら
金
融
が
如
何
に
此
の
防
止
に
苦
悩
し
た
か
知
り
得
る
。

一
『
　
7
厚
額
・
減
税
」
の
制

　
代
納
者
に
は
恩
例
を
給
し
、
曇
空
を
除
き
、
或
定
本
戸
の
雑
征
の

四
分
の
一
を
減
じ
た
。
　
（
食
更
、
宜
宗
本
鵜
）

圏
、
　
「
捕
獲
・
治
罪
己
の
制

　
一
ケ
月
の
期
限
を
定
め
て
復
業
を
命
じ
、
違
え
て
来
な
い
者
は
捕

獲
、
治
舞
し
、
・
て
の
土
地
は
他
の
人
に
与
え
る
強
硬
手
段
を
最
後
に

施
行
し
た
。
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だ
が
、
此
等
の
総
て
の
努
力
は
徒
労
に
終
り
、
　
「
毫
州
の
戸
は
旧

山ハ

怐
A
　
南
糟
齢
し
よ
り
以
’
喩
木
、
　
調
発
に
…
勝
δ
ん
ぶ
ジ
し
て
相
継
ノ
」
逃
亡
～
）
、
　
早
舞

隣
る
者
は
曾
て
の
十
分
の
一
も
な
し
L
　
（
金
蝿
、
食
貨
志
）
と
、
集
慶

軍
節
度
使
の
壁
書
ヴ
発
露
達
の
報
告
か
ら
も
分
る
よ
う
に
流
亡
は
河
粛
…
に

亀
及
ん
で
い
た
。

　
亀
と
も
と
、
金
朝
の
戸
口
は
泰
和
七
年
（
＝
一
〇
七
年
、
蒙
古
、
太

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

瓢
二
年
）
ま
で
増
加
し
て
き
た
。
　
コ
ご
年
一
籍
」
の
原
則
で
作
成
さ

れ
た
天
下
の
版
籍
は
、
　
「
こ
れ
金
朝
の
版
籍
の
極
盛
な
り
」
（
金
更
、

食
貨
志
）
と
称
せ
ら
れ
た
泰
和
七
年
籍
を
最
後
と
し
て
以
降
の
記
載

が
な
い
。
蒙
古
軍
の
侵
．
竃
が
激
し
く
な
り
始
め
た
其
の
腰
に
於
て
煩

　
　
　
　
　
　
⑧

多
な
戸
籍
作
成
が
不
可
能
で
あ
る
事
は
、
十
分
推
察
は
鐵
来
る
と
と

も
に
、
叉
以
後
の
芦
口
の
減
少
を
無
言
の
中
に
明
示
し
て
い
る
と
も

歎
え
る
筈
で
あ
る
。

　
金
朝
が
流
亡
防
止
に
憂
身
を
や
つ
し
、
種
湊
対
策
を
講
じ
て
も
、

繁
重
な
賦
獄
が
続
く
限
り
、
流
亡
者
は
無
く
な
る
わ
け
は
な
い
し
、

叉
、
流
民
も
復
帰
す
る
筈
も
な
い
。
流
亡
こ
そ
は
苛
鰍
諒
求
か
ら
逃

れ
る
た
め
の
消
極
的
で
は
あ
る
が
民
衆
の
唯
一
つ
の
抵
抗
で
あ
っ
た

の
で
あ
る
。

　
　
　
　
籏
古
朝
漕
…
下
に
お
け
る
講
人
世
揆
（
井
ノ
崎
）

　
と
こ
ろ
が
、
　
「
金
は
貞
祐
に
播
潤
し
、
田
臨
…
は
荒
蕪
し
て
、
人
は

食
を
得
る
所
な
し
し
（
元
手
、
王
善
伝
）
の
よ
う
な
当
時
に
於
て
は
、

流
亡
す
れ
ば
、
意
解
に
追
い
込
ま
れ
て
、
綜
局
、
唐
か
ら
窮
地
に
落

ち
る
の
を
知
り
始
め
た
民
衆
は
、
流
亡
に
代
る
良
き
手
段
を
考
え
揖

さ
ね
ば
な
ら
な
い
綬
階
に
至
っ
た
。

　
蒙
古
軍
の
侵
｛
魅
が
激
し
く
な
る
に
従
っ
て
、
金
朝
の
権
力
は
欝
益

し
に
衰
退
し
、
　
「
群
盗
鎚
起
し
、
河
朔
の
翼
部
に
あ
り
て
滋
き
こ
と

甚
し
。
…
…
…
…
兇
焔
の
灼
く
と
こ
ろ
髄
帆
は
北
条
と
な
る
」
（
漱

白
塗
集
、
部
費
簸
炭
使
質
公
行
歌
）
の
事
態
と
な
っ
た
。
群
盗
は
富
裕

な
豪
族
や
比
較
的
豊
な
郷
村
を
先
ず
襲
繋
し
始
め
た
。
泰
和
四
年
の

大
駈
饒
に
、
　
「
粟
八
万
石
を
発
し
鱗
者
を
賑
む
。
士
み
な
争
い
て
之

に
附
す
」
（
元
吏
、
史
籍
幌
伝
）
と
、
云
わ
れ
た
燕
地
方
き
っ
て
の
豪
族

奥
氏
が
盗
賊
に
襲
わ
れ
た
様
子
を
、
　
「
乱
に
遣
い
、
盗
賊
は
四
方
に

起
る
。
乃
ち
悉
く
家
財
を
散
じ
、
唯
、
離
…
渠
が
存
す
る
の
み
」
　
（
岡

上
）
と
あ
っ
て
、
簡
単
ゐ
記
載
で
は
あ
る
が
其
の
凄
絶
さ
は
十
分
窺

え
る
。

　
豪
族
達
は
、
今
や
富
を
守
る
た
め
に
防
衛
団
を
組
織
せ
ね
ば
な
わ

な
く
な
っ
た
っ
「
鑑
〔
張
〕
柔
は
震
党
を
聚
め
、
…
…
…
…
壮
士
を
選
び
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…
二
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蒙
古
朝
濃
下
に
お
け
る
漢
入
世
侯
（
弁
ノ
符
）

隊
伍
を
結
び
て
以
て
霞
閉
す
。
盗
敢
て
犯
さ
ず
」
　
○
兀
更
、
張
柔
伝
）

と
は
、
易
州
定
興
野
の
豪
農
張
柔
の
自
衛
団
結
成
の
記
事
ぞ
あ
る
が
、

膚
黒
煙
の
設
置
こ
そ
、
喉
一
の
有
麗
な
防
衛
手
段
で
あ
っ
た
事
が
分

る
の
で
あ
る
。
併
し
、
　
「
今
や
国
家
は
喪
乱
す
。
吾
が
家
の
百
欝
も

て
す
る
も
、
何
ぞ
以
て
自
ら
保
た
ん
や
」
（
元
史
、
典
天
悦
伝
）
と
の

更
藁
藏
の
告
白
か
わ
も
察
せ
ら
れ
る
よ
う
に
、
　
一
族
の
壮
男
の
み
の

自
衛
で
は
縛
に
千
人
に
も
及
ぶ
群
盗
に
所
詮
対
抗
臓
来
な
か
っ
た
。

豪
族
達
に
と
っ
て
は
自
衛
団
を
一
人
で
も
多
く
増
す
必
要
が
あ
っ
た
。

彼
等
が
住
民
を
賑
わ
し
た
の
は
此
の
た
め
で
あ
っ
て
、
「
〔
趙
天
錫
〕

燕《

ﾌ
祖
は
財
■
を
以
て
郷
に
雄
た
り
。
衆
の
帰
す
る
と
こ
ろ
と
な
る
」

（
元
史
、
趙
田
舞
伝
）
の
よ
う
に
、
豪
族
の
翼
下
に
昆
衆
が
加
わ
り
互

に
富
と
生
命
を
守
っ
て
ゆ
く
憲
衛
団
が
競
わ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
こ
の
外
に
、
今
一
つ
の
種
類
の
慮
衛
…
団
が
あ
っ
た
。
　
「
県
入
謝
り

て
溜
り
て
曰
く
、
時
事
難
く
の
如
し
、
吾
が
憐
家
室
を
保
全
せ
ん
と

欲
す
。
宜
し
く
統
属
す
る
所
あ
る
べ
し
、
乃
ち
相
と
も
に
〔
王
〕
義

を
推
し
て
長
と
な
す
」
　
（
元
史
、
王
義
伝
）
や
、
　
「
衆
は
〔
王
〕
善
を

推
し
て
長
と
な
す
。
善
約
束
し
て
方
あ
り
、
備
暫
し
て
方
あ
り
。
盗

犯
す
こ
と
能
わ
ず
し
　
（
元
史
、
王
醤
伝
）
等
の
示
す
自
衛
団
は
、
廃
壇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
二

の
中
に
於
て
自
か
ら
の
力
で
生
活
を
守
ろ
う
と
し
た
人
々
で
あ
っ
た
。

県
や
村
ぞ
激
し
い
討
論
の
末
に
掟
が
定
め
ら
れ
方
針
が
打
ち
風
さ
れ

た
。
何
の
強
制
も
干
渉
も
な
く
彼
等
自
身
が
組
織
し
た
慮
衛
団
体
で

あ
っ
た
だ
け
に
、
秩
序
は
あ
り
闘
結
力
は
強
か
っ
た
。
又
、
「
〔
張
〕

子
良
、
千
余
人
を
率
い
て
燕
蒲
の
聞
に
入
り
耕
恋
す
」
（
元
〆
、
張
手

良
伝
）
と
、
盗
賊
防
禦
の
み
な
わ
ず
生
産
意
慾
に
燃
え
た
自
衛
団
ぞ

も
あ
っ
た
。

　
と
こ
ろ
が
、
以
上
の
よ
う
に
多
く
の
自
衛
…
団
が
随
処
に
縞
成
さ
れ

る
と
、
そ
の
中
に
は
生
活
を
維
持
し
得
て
い
る
間
は
、
其
の
名
の
通

り
自
衛
団
で
あ
る
が
、
窮
乏
す
る
と
盗
賊
に
変
る
集
団
が
出
て
き
た
。

そ
し
て
激
し
い
衝
突
が
起
つ
た
。
併
も
耳
聞
は
霞
衛
団
粗
酒
の
み
で

は
な
か
っ
た
。
　
「
太
祖
の
世
は
歳
々
西
域
・
に
嘉
あ
9
、
未
だ
中
原
を

経
理
す
る
に
暇
あ
ら
ず
。
官
吏
は
多
く
聚
敏
し
て
私
賀
は
鉦
万
に
至

る
も
、
宮
に
は
儲
…
待
な
し
」
　
（
三
災
、
太
宗
本
紀
）
と
、
莫
大
な
富
を

持
つ
宮
吏
も
襲
業
さ
れ
た
。
　
「
州
県
の
吏
は
多
く
乱
に
乗
じ
貧
暴
に

し
て
不
法
な
り
。
属
往
女
令
丞
及
び
属
吏
を
殺
す
」
（
元
史
、
王
停
道

伝
）
と
は
、
此
の
事
を
云
っ
て
い
る
の
ぞ
あ
る
。
中
書
令
耶
律
受
益

が
即
位
直
後
の
太
宗
オ
ゴ
ダ
イ
汗
に
、
　
「
民
窮
す
れ
ば
盗
と
な
る
。

（5蓬2）



国
の
福
に
あ
ら
ず
」
（
元
交
響
、
耶
律
密
訴
神
道
碑
）
と
、
進
言
し
て
い

る
よ
う
に
自
衛
団
と
盗
賊
闘
と
は
表
裏
し
て
い
た
の
ぞ
あ
る
。

　
群
盗
の
跳
梁
は
益
女
激
し
く
な
り
、
　
「
強
き
は
こ
こ
に
弱
き
を
凌

ぎ
、
薄
き
は
こ
こ
に
寡
き
を
揮
い
、
量
れ
か
得
て
之
を
控
制
せ
ん
」

（
天
文
類
、
出
遊
震
茎
大
守
意
向
銘
）
や
、
　
「
所
…
在
の
豪
強
は
乱
に
乗
じ

て
起
り
、
一
憤
一
興
、
迭
に
誤
長
と
な
る
」
（
秋
澗
全
集
、
朱
氏
世
系

碑
銘
）
等
と
、
当
時
の
丈
献
は
弱
肉
強
食
の
…
様
を
余
す
と
こ
ろ
な
く

伝
え
て
い
る
。
か
く
て
自
衛
団
は
他
か
ら
の
襲
撃
に
備
え
て
、
よ
り

強
力
な
自
衛
団
と
な
る
必
要
に
迫
ら
れ
た
。
　
「
劉
伯
元
、
善
友
資
、

李
等
等
ま
た
各
々
衆
…
数
千
を
聚
め
、
　
〔
趙
〕
柔
の
信
義
を
聞
き
、
共

に
推
し
て
長
と
な
す
」
　
（
元
輿
、
趙
柔
伝
）
の
よ
う
に
、
合
同
し
て
大

集
団
と
な
る
事
こ
そ
強
力
な
自
衛
団
と
な
る
手
つ
と
り
早
い
方
法
で

あ
っ
た
。
か
く
し
て
自
衛
団
は
益
女
強
力
な
大
集
団
と
な
っ
て
ゆ
く
。

　
衰
亡
の
度
が
増
す
に
つ
れ
金
朝
は
兵
士
の
激
減
に
も
苦
し
み
始
め

た
。
「
論
…
し
て
、
山
西
の
流
民
の
「
少
壮
．
な
る
者
を
軍
に
充
つ
。
壮
心
」

（
船
齢
、
宣
宗
本
紀
）
と
、
貞
祐
三
年
よ
り
屡
々
流
民
の
軍
隊
編
入

が
施
行
さ
れ
た
が
、
文
字
通
り
鳥
合
の
衆
ノ
L
あ
る
此
等
の
軍
隊
ぞ
は

到
底
蒙
古
軍
に
対
抗
欝
欝
な
か
っ
た
。

　
　
　
　
蒙
古
朝
治
下
に
お
け
る
漢
人
世
便
（
井
ノ
鰭
）

　
こ
こ
に
至
り
て
、
金
朝
は
数
果
的
な
方
法
を
講
じ
た
。
”
〈
れ
は
興

定
三
年
（
ご
＝
九
年
、
蒙
古
太
麗
十
四
年
）
、
御
壁
摩
丞
完
顔
伯
嘉
の

「
兵
興
り
て
以
来
、
河
北
の
桀
鮎
往
々
に
し
て
衆
を
眺
め
て
自
ら
保

ち
、
未
だ
定
属
あ
ら
ず
。
乞
う
ら
く
は
薄
野
を
賜
…
わ
レ
、
署
す
る
に

職
名
を
以
て
し
、
他
人
の
攣
る
所
と
な
る
な
か
ら
し
め
よ
」
（
懸
軍
、

完
顔
伯
喜
伝
）
及
び
、
　
「
河
東
、
河
北
に
能
く
余
民
を
招
集
し
、
城

塞
を
完
守
す
る
者
あ
り
。
乞
う
、
其
の
門
地
を
問
う
こ
と
な
く
、
皆

等
級
を
超
古
し
て
本
処
に
見
任
の
職
を
授
け
ら
れ
よ
と
」
（
岡
上
）

と
謡
う
遊
郭
の
上
奏
に
竜
と
ず
い
て
、
強
い
団
結
力
と
旺
盛
な
闘
争

力
を
持
つ
た
自
衛
団
を
利
用
せ
ん
と
し
た
の
で
あ
る
。
官
爵
授
与
と

い
う
好
餌
ぞ
市
井
の
徒
に
直
接
防
衛
の
一
翼
を
担
当
さ
せ
る
政
策
が

早
速
施
行
さ
れ
た
。
破
獄
数
度
の
無
頼
漢
で
あ
っ
た
泰
安
忍
業
県
の

厳
実
は
、
多
く
の
者
を
信
服
さ
せ
其
の
勢
力
が
侮
り
難
い
実
力
者
で

あ
っ
た
た
め
に
、
一
躍
し
て
百
戸
に
任
命
さ
れ
防
衛
の
係
に
当
ら
し

め
ら
れ
た
外
、
　
（
元
史
、
厳
実
伝
）
其
の
例
は
枚
挙
に
蓬
が
な
い
。

　
併
し
な
が
ら
、
侵
略
軍
に
抵
抗
す
る
事
は
、
結
局
、
繋
破
と
虐
殺

を
被
る
纂
を
意
味
し
、
早
く
投
降
し
た
者
が
其
れ
だ
け
早
く
生
命
を

保
全
さ
れ
る
の
を
知
、
つ
た
時
、
此
等
の
防
衛
隊
は
見
込
み
・
な
き
金
朝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
窯
三
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蒙
古
朝
岡
下
に
お
け
る
漢
入
世
侯
（
井
ノ
晦
）

を
棄
て
て
蒙
古
軍
の
陣
営
に
走
っ
た
。
蒙
古
軍
は
此
の
投
降
者
を
歓

び
迎
え
た
。
　
「
豪
傑
の
来
帰
す
る
者
、
或
は
そ
の
禰
に
も
と
ず
い
て

宮
を
命
ず
」
　
（
二
丈
類
、
雑
纂
》
隔
壁
）
と
、
旧
の
身
分
が
保
証
さ
れ

た
し
、
　
「
僚
属
を
自
ら
置
く
こ
と
を
聴
し
、
罪
あ
ら
ば
專
殺
す
る
を

得
」
（
牧
庵
集
、
磁
州
溢
陽
高
覧
墳
道
碑
）
及
び
、
哨
，
焉
に
租
賦
し
、
焉

を
生
殺
す
る
は
一
つ
に
侯
伯
よ
り
出
ず
L
（
紫
山
全
集
・
慶
博
州
趙
総
答

致
仕
還
郷
八
秩
詩
序
）
の
記
載
や
、
　
「
郡
県
の
兵
書
、
賦
税
の
若
き
事

は
、
外
、
諸
侯
ま
た
自
か
ら
徴
用
す
る
を
得
し
　
（
腰
丈
類
、
垂
範
、
制

止
）
の
説
明
か
ら
、
生
殺
権
と
徴
税
権
を
所
有
し
、
　
「
父
死
ね
ば
子

継
ぎ
、
兄
没
す
れ
ば
弟
及
ぐ
」
（
秋
澗
全
集
、
王
導
神
道
碑
）
と
こ
ろ
の

漢
人
世
侯
が
こ
こ
に
禺
聾
し
た
の
で
あ
る
。

三
、
蒙
．
古
訓
の
漢
入
世
侯
対
策

　
太
宗
八
年
（
一
二
三
六
年
）
七
月
に
、
、
「
醜
し
て
真
定
の
戸
を
以
て
、

太
后
の
重
事
に
奉
り
、
中
原
の
諸
州
の
昆
を
諸
王
・
貴
意
に
分
賜

す
」
（
元
史
、
太
宗
本
紀
）
と
、
蒙
古
朝
は
劃
期
的
な
政
策
を
施
行
し

た
。
太
宗
の
八
年
と
云
え
ば
、
金
朝
が
藝
州
（
河
南
汝
南
帯
）
で
拝

上
よ
り
永
遠
に
消
滅
し
た
翌
た
年
に
当
る
。
宿
願
達
成
に
狂
喜
し
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
四

　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

　
太
宗
ぞ
あ
っ
て
み
れ
ば
、
漢
土
の
昆
戸
の
大
半
を
一
族
に
分
筆
し
た

気
持
は
容
易
に
理
解
出
来
る
。
か
く
て
、
　
「
五
戸
に
赫
一
斤
を
益
し
、

随
路
の
懸
線
、
顔
色
と
催
し
て
本
位
（
諸
王
、
后
妃
、
公
主
）
に
輸

　
せ
し
む
」
（
元
史
、
食
貨
志
）
の
所
謂
五
戸
綜
戸
領
主
が
出
来
上
っ
た
。

此
の
五
戸
怒
戸
領
主
は
、
　
「
必
ず
朝
命
に
よ
り
て
、
恒
賊
を
除
く
よ

り
外
、
撞
に
自
か
ら
徴
歯
せ
し
め
ざ
れ
ば
や
や
久
し
か
る
べ
し
。
之

・
に
従
ふ
」
（
元
朝
名
臣
黙
略
、
中
藍
耶
律
丈
孫
王
神
辺
碑
）
と
、
朝
廷
の

許
可
が
要
す
る
と
は
云
え
、
必
要
が
あ
れ
ば
随
時
に
差
発
を
徴
集
し

得
る
権
利
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
か
ら
に
は
、
こ
こ
に
地
方
分
権
的

制
度
が
芽
ば
え
た
わ
け
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
が
、
蒙
古
朝
廷
は
国
初
よ
り
中
央
集
権
制
度
の
確
立
を
計

画
し
準
備
し
て
来
た
事
笑
を
、
吾
々
は
靖
赤
（
駅
伝
）
と
統
一
紙
幣

発
行
の
」
両
制
度
か
ら
指
摘
繊
来
る
。
即
ち
、
鈷
赤
制
度
は
、
　
「
太
｛
示

皇
膏
、
元
年
已
丑
十
一
月
十
五
臼
の
聖
旨
で
鉱
主
舗
馬
鼓
を
減
超

す
」
　
（
永
楽
大
典
、
頭
赤
）
と
、
太
宗
元
年
に
体
系
づ
け
ら
れ
て
は
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

る
が
、
太
祖
ヂ
ン
ギ
ス
汗
の
特
に
既
に
其
の
発
芽
を
見
て
い
た
。
叉
、

　
「
中
統
元
宝
製
し
と
呼
ぶ
統
一
紙
幣
の
発
行
は
、
　
「
，
是
時
（
一
中
統

元
年
）
十
月
、
父
、
諸
路
心
行
の
中
統
上
宝
を
印
造
す
」
（
元
文
類
、
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径
世
大
典
序
録
、
工
法
）
と
、
世
…
祖
フ
ビ
ラ
イ
汗
の
即
位
の
年
（
一
二
六

〇
年
）
に
待
た
ね
ば
な
ら
な
い
が
、
太
祖
二
十
二
年
（
一
二
二
七
年
）

に
其
の
事
実
を
指
摘
出
来
る
し
、
　
（
元
史
、
何
実
義
）
太
宗
八
年
に
は
、

「
逸
し
て
事
象
を
印
議
し
之
を
行
う
」
　
○
漏
路
、
太
宗
本
紀
）
と
、
中

央
政
府
よ
り
紙
…
幣
が
発
行
さ
れ
て
い
た
。

　
凡
そ
、
常
に
中
央
集
権
的
な
支
配
の
た
め
に
先
ず
と
ら
れ
た
政
策

が
、
全
国
的
な
統
一
貨
幣
の
発
行
と
交
通
路
の
整
備
…
で
あ
っ
た
歴
金

的
纂
実
を
想
い
あ
わ
す
と
き
、
蒙
古
朝
が
早
く
よ
り
申
央
藥
権
制
度

の
確
立
を
企
図
し
て
い
た
読
明
は
、
此
れ
だ
け
で
十
分
で
あ
る
筈
で

あ
る
。
そ
れ
な
の
に
何
故
に
此
の
国
初
以
来
の
基
本
的
政
策
に
反
し

て
ま
で
地
方
分
権
的
な
支
配
を
施
行
す
る
必
要
が
あ
っ
た
の
か
。
そ

れ
に
は
、
そ
れ
だ
け
の
理
由
が
存
し
た
筈
で
あ
る
。

　
勿
論
、
槙
皮
の
食
貨
志
に
は
此
の
疑
問
に
答
え
て
、
　
「
昔
よ
り
帝

王
が
、
其
の
宗
族
姻
戚
に
於
て
、
必
ず
其
の
後
に
致
す
の
は
、
嬉
々

の
義
を
明
か
に
す
る
所
以
三
な
り
。
元
の
制
を
為
る
や
、
其
れ
叉
、
厚

き
の
至
れ
る
者
な
ら
ん
か
」
と
、
　
一
応
の
説
明
は
し
て
い
る
が
、
唯
、

親
々
の
意
の
優
遇
で
あ
る
だ
け
な
ら
耶
律
液
材
も
、
　
「
多
く
繋
駕
を

与
え
る
に
如
か
ず
。
以
て
恩
と
為
す
に
足
る
」
　
（
元
朝
名
臣
麟
略
、
中

　
　
　
　
蒙
古
覇
漁
下
に
お
け
る
漢
人
世
侯
（
井
ノ
崎
）

艶
爺
律
文
正
王
神
道
碑
）
と
、
云
う
よ
う
に
金
常
で
＋
分
で
あ
っ
た
し
、

そ
れ
に
、
先
に
掲
示
し
た
「
恒
賦
を
除
く
よ
り
外
、
檀
に
自
か
ら
徴

慰
せ
し
め
ざ
れ
ば
賢
女
し
と
、
優
遇
と
云
う
に
は
余
り
に
竜
厳
し
い

制
限
が
其
の
領
主
権
に
附
せ
ら
れ
て
い
た
弁
難
を
見
る
と
き
、
元
更

食
貨
志
の
説
明
の
み
で
は
満
足
禺
来
な
い
で
あ
ろ
う
。

　
か
く
て
、
こ
こ
に
蒙
吉
朝
廷
の
重
大
な
企
図
が
別
に
隠
さ
れ
て
い

る
に
違
い
な
い
と
揮
う
湾
え
に
到
達
す
る
。
此
の
推
察
が
閥
違
い
な

い
と
す
れ
ば
、
た
だ
な
ら
ぬ
重
要
性
が
想
像
さ
れ
る
だ
け
に
、
此
の

分
賜
政
策
以
外
に
此
の
企
図
に
連
関
し
て
、
し
か
竜
面
影
的
に
見
て

も
前
後
す
る
一
連
の
政
策
が
発
見
禺
来
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
吾
女

は
此
の
観
点
に
た
っ
て
、
逆
コ
ー
ス
的
な
分
賜
政
策
の
真
の
意
義
を

究
き
と
め
ね
ば
な
ら
な
い
。

晶、

k
太
宗
七
年
〕
天
禄
に
面
し
て
、
東
平
の
軍
昆
を
括
愛
せ
し
め
、

賦
税
は
並
て
天
蓋
の
已
に
書
し
た
籍
冊
に
よ
り
、
厳
実
は
科
下
し
得

ず
」
　
（
元
史
、
石
幽
艶
転
）
と
、
こ
れ
は
重
大
な
事
態
の
勃
発
を
示
し

て
い
る
。
　
「
四
大
諸
侯
」
の
一
人
と
し
て
、
自
他
と
も
に
許
し
た
厳

実
が
支
配
下
の
住
民
に
対
す
る
徴
税
権
を
一
挙
に
し
て
奪
わ
れ
て
し

ま
っ
た
の
で
あ
る
。

三
五
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蒙
古
朝
治
下
に
お
け
る
漢
人
世
供
（
井
ノ
藩
）

　
も
と
も
と
、
戸
臼
の
数
に
お
い
て
も
、
文
化
の
程
度
に
お
い
て
も
、

比
較
に
な
ら
ぬ
程
に
優
位
に
あ
っ
た
漢
民
族
を
支
配
す
る
た
め
の
方

便
と
し
て
、
漢
人
世
侯
を
利
用
し
た
蒙
古
朝
は
、
総
て
の
点
に
於
て
、

蒙
古
至
上
主
義
を
取
り
な
が
ら
も
、
彼
等
に
は
寛
大
な
待
遇
を
以
て

の
ぞ
ん
だ
。
在
地
の
属
か
ら
の
徴
税
も
、
其
の
意
味
か
ら
漢
人
世
々

に
許
さ
れ
た
特
権
の
一
つ
で
あ
っ
た
。
併
し
な
が
ら
、
此
の
特
権
も

一
時
的
な
政
策
で
あ
っ
て
、
徴
税
権
の
剥
奪
は
、
実
に
太
｛
示
が
即
位

の
時
か
ら
胸
深
く
秘
め
て
い
た
。
　
「
太
宗
元
年
、
始
め
て
倉
塵
を
置

き
、
駅
伝
を
立
て
、
河
北
の
漢
畏
に
命
じ
、
軍
費
を
以
て
賦
調
を
禺

さ
し
む
」
（
元
典
、
太
宗
本
紀
）
か
ら
其
の
事
が
窺
知
禺
来
る
し
、
翌

二
年
十
一
月
に
、
燕
京
都
以
下
十
路
に
徴
税
課
税
使
な
る
徴
税
官
が

創
置
せ
ら
れ
る
に
及
ん
で
具
体
化
さ
れ
、
同
六
年
、
徴
収
課
税
所
を

創
設
し
、
続
い
て
翌
七
年
に
は
、
乙
未
年
前
が
作
成
さ
れ
て
、
こ
こ

に
至
っ
て
徴
税
体
制
は
全
く
完
了
し
た
。
か
く
て
、
…
厳
実
の
例
に
見

ら
れ
た
よ
う
に
、
漢
人
世
侯
の
徴
税
権
は
根
こ
そ
ぎ
に
喪
失
し
、
蒙

古
朝
の
最
初
の
し
か
も
強
硬
な
漢
人
諸
侯
対
策
の
一
石
が
打
ち
下
ろ

さ
れ
た
の
ぞ
あ
る
。
併
円
し
な
が
ら
、
漢
土
の
物
資
の
豊
か
な
要
地
に
、

長
き
に
わ
た
っ
て
勢
力
を
育
成
し
て
き
た
野
心
に
満
ち
た
漢
人
諸
侯

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
六

へ
の
対
策
が
、
此
れ
だ
け
で
は
十
分
で
は
な
い
。
漢
土
の
自
主
的
な

直
接
支
配
の
確
立
の
た
め
に
、
何
を
お
い
て
も
続
い
て
強
力
な
手
段

が
講
ぜ
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
筈
で
あ
る
。

　
太
宗
八
年
の
分
賜
政
策
は
、
ま
さ
に
此
の
意
味
で
の
第
二
の
石
で

あ
っ
た
。
云
わ
ぱ
河
北
全
域
に
わ
た
っ
て
蒙
古
朝
の
勢
力
を
挾
給
せ

ん
と
す
る
手
解
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
し
か
竜
、
こ
の
分
賜
施
行
に
引
き
つ
づ
い
て
、
「
〔
太
宗
八
年
〕
、

州
県
の
守
令
の
上
に
、
蓮
華
を
置
く
」
　
（
牧
庵
集
、
諏
公
神
道
碑
）
と

い
う
蒙
古
入
の
地
方
最
高
行
政
官
の
設
置
は
、
云
わ
ず
と
知
れ
た
漢

人
世
一
の
監
視
の
第
三
の
手
段
で
あ
っ
て
み
れ
ば
、
も
は
や
此
等
の

諸
政
策
は
、
開
か
に
漢
人
世
侯
を
抑
圧
し
漢
土
の
自
主
支
配
の
た
め

に
打
果
さ
れ
た
一
連
の
政
策
で
あ
っ
た
と
断
定
鍛
来
る
で
あ
ろ
う
。

　
漢
入
世
界
の
勢
力
を
抑
え
た
蒙
古
朝
は
、
　
「
乙
末
の
版
籍
よ
り
後
、

政
は
煩
わ
し
く
賦
は
重
く
、
星
火
よ
り
急
な
り
。
属
に
わ
か
に
弁
ず

る
こ
と
能
わ
ざ
る
云
々
」
（
元
朝
名
臣
事
略
、
丞
相
典
忠
武
山
伝
）
と
、
太

宗
七
年
以
後
、
蒙
古
朝
は
全
面
的
に
獲
得
し
た
徴
税
権
を
過
璽
ま
で

に
行
使
し
、
経
済
的
立
…
場
に
お
い
て
・
も
研
紀
対
∵
陶
偲
｛
位
に
立
つ
べ
く
ん
憲

い
だ
。
此
の
機
会
に
乗
じ
て
利
に
さ
と
い
酉
域
商
人
等
の
高
利
貸
に

（o一’ti6）



よ
る
謙
求
が
民
の
困
窮
を
加
増
し
た
と
は
云
う
も
の
の
、
　
「
民
、
田

を
売
り
妻
予
を
懇
…
い
で
給
す
る
も
、
能
わ
ざ
る
者
あ
る
に
至
る
」

（
嗣
上
）
や
「
大
名
（
河
北
、
大
名
県
）
は
賦
調
に
困
る
。
…
…
…

若
し
復
た
之
を
徴
せ
ば
、
民
生
き
る
者
な
し
」
（
元
三
、
王
徳
猛
）
等
多

く
の
丈
献
が
其
の
苛
酷
を
伝
え
て
い
る
よ
う
に
、
徴
税
強
行
政
策
の

厳
し
さ
は
甚
し
い
も
の
が
あ
っ
た
。

　
と
こ
ろ
が
、
搾
取
に
戦
い
だ
民
衆
は
、
憲
宗
マ
ン
グ
汗
の
元
年

（
一
二
五
…
年
）
包
銀
制
の
施
行
に
当
っ
て
よ
う
や
く
激
し
い
抵
抗
を

示
し
始
め
た
。
王
玉
汝
が
先
ず
「
民
力
支
え
ざ
ら
ん
」
（
元
史
、
王
玉
算

伝
）
と
反
対
し
た
し
、
張
邦
傑
が
廃
止
を
唱
え
た
。
　
（
東
元
史
、
張
廻

伝
）
厳
重
の
部
下
で
あ
っ
た
張
晋
亨
は
、
一
、
諸
君
（
一
漢
人
世
侯
達
）

の
職
は
親
民
に
あ
9
。
民
の
利
病
を
す
ら
且
お
知
ら
ざ
る
か
。
い
ま

天
顔
腿
尺
、
知
っ
て
言
わ
ざ
る
は
罪
な
り
。
命
を
承
け
て
帰
り
、
事

済
す
克
わ
ざ
れ
ば
、
碧
い
か
に
当
ら
ん
。
云
々
」
（
元
史
、
所
払
亭
伝
）

と
激
怒
し
た
。
そ
し
て
、
此
の
張
黒
鯛
の
言
葉
か
ら
民
衆
の
強
い
反

対
の
よ
う
す
を
容
易
に
知
り
得
る
の
で
あ
る
。
果
し
て
、
憲
宗
元
年
、

六
両
棚
で
発
足
し
た
包
銀
制
を
同
五
年
に
は
早
く
も
四
両
制
に
切
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
⑧

下
げ
た
蒙
古
朝
の
譲
歩
が
其
れ
を
余
す
な
く
示
し
て
い
る
。

　
　
　
　
聚
吉
麟
w
治
下
に
お
け
る
漢
人
世
優
（
弁
ノ
特
）

　
こ
の
よ
う
に
漢
人
世
侯
と
民
衆
共
々
の
と
み
に
高
ま
る
抵
抗
に
対

し
て
、
蒙
古
朝
は
如
何
な
る
処
置
を
と
っ
た
で
あ
ろ
う
か
。

　
元
来
、
漢
人
世
侯
が
課
せ
ら
れ
た
貢
賦
は
決
し
で
多
い
と
は
云
え

　
　
　
　
　
　
　
⑫

る
も
の
で
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
彼
等
を
利
用
す
る
為
で
あ
っ
た
事
は

先
に
述
べ
て
お
い
た
。
実
際
、
蒙
古
朝
の
漢
土
支
配
に
於
て
漢
人
世

侯
の
功
績
は
大
な
る
も
の
が
あ
っ
た
が
其
れ
は
免
も
か
く
と
し
て
、

蒙
古
朝
は
如
何
に
し
て
巧
み
・
に
反
蒙
古
勢
力
を
回
避
し
た
か
厳
氏
を

対
象
と
し
て
見
て
み
る
事
に
す
る
。

　
厳
氏
を
特
に
取
り
あ
げ
た
理
由
は
外
で
も
な
い
。
包
銀
制
の
施
行

に
当
っ
て
最
も
強
く
反
対
し
た
甲
羅
汝
。
張
晋
享
等
の
漢
人
世
侯
が
、

い
ず
れ
竜
厳
氏
に
関
係
し
て
い
た
人
達
で
あ
っ
た
專
か
ら
し
て
、
蒙

古
朝
の
対
策
も
当
「
然
…
厳
氏
に
お
い
て
最
も
顕
蓑
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る

と
考
え
た
か
ら
で
あ
る
。

　
先
ず
太
宗
十
年
の
出
来
事
で
あ
る
。
瀟
厭
氏
の
封
地
で
あ
っ
た
東
平

を
、
太
宗
は
十
地
に
分
割
し
て
他
の
勲
貴
の
臣
に
賜
与
し
よ
う
と
し

た
の
で
あ
る
。
此
の
事
は
、
王
玉
汝
の
決
死
の
抗
議
に
心
動
か
さ
れ

た
郡
律
楚
材
が
、
　
記
激
実
は
三
十
万
戸
を
以
て
朝
廷
に
帰
し
、
崎
嘔

の
兵
閣
、
ゴ
一
た
び
其
の
家
室
を
棄
つ
れ
ど
卒
に
異
志
な
し
、
量
、
他

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
七

紛O



　
　
　
　
蒙
古
朝
治
下
に
お
け
る
漢
人
糧
僕
（
井
ノ
蒔
）

の
富
者
と
同
じ
な
ら
ん
や
。
上
将
の
土
地
を
裂
ぎ
、
其
の
人
民
に
析

っ
は
、
功
あ
る
を
激
す
る
所
以
に
あ
ら
ず
」
（
元
典
、
王
玉
汝
伝
）
と
、

諌
言
し
た
の
に
よ
っ
て
中
止
さ
れ
は
し
た
。
し
か
し
、
太
祖
十
年
に

投
降
し
て
以
来
、
十
島
八
年
の
聞
、
　
一
す
じ
に
忠
節
を
尽
し
た
漢
人

世
心
の
場
ム
ロ
で
す
ら
、
封
地
の
替
換
や
没
収
を
、
何
時
で
竜
朝
廷
の

思
う
ま
ま
に
自
由
に
出
来
た
事
実
を
此
の
事
例
を
通
し
て
十
分
に
窺

い
知
る
事
が
出
来
る
の
で
あ
る
。

　
今
一
つ
の
例
は
世
祖
の
脚
位
置
後
の
事
で
あ
る
。
前
に
も
書
い
た

よ
う
に
、
轟
激
忠
済
は
東
平
路
管
民
青
管
兼
行
軍
万
戸
の
顕
職
を
嗣
澄

し
て
二
十
年
に
も
な
る
轟
激
実
の
長
子
で
あ
っ
た
。
彼
は
蒙
古
朝
廷
の

政
策
に
非
協
力
で
あ
っ
た
と
云
う
其
れ
だ
け
の
理
由
の
も
と
に
、
京

師
に
召
還
さ
れ
総
て
の
官
爵
を
剣
奪
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
此
の
纂
笑

か
ら
は
、
朝
延
の
ニ
カ
的
意
志
に
よ
っ
て
い
と
も
易
く
漢
入
世
侯
の

身
分
を
剥
奪
し
得
た
か
を
知
る
事
が
出
来
よ
う
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
漢
一
世
侯
は
其
の
身
分
も
封
地
も
実
に
不
安
定

な
も
の
で
あ
っ
た
。
彼
等
は
た
だ
忠
順
で
あ
る
限
り
安
堵
し
得
た
の

ぞ
あ
っ
て
、
諸
政
策
の
協
力
に
精
励
ぞ
あ
れ
ば
あ
る
だ
け
確
実
に
其

の
地
位
を
確
保
出
　
来
る
仕
組
に
出
来
て
い
た
。
　
「
署
は
一
農
夫
の
み
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
護
八

天
下
の
多
故
に
遭
い
、
た
だ
忠
義
を
以
て
人
に
事
え
、
僅
か
に
門
戸

を
立
つ
。
深
く
願
わ
く
は
、
汝
が
曹
は
国
に
力
め
書
を
読
み
・
、
非
望

を
求
め
て
醤
が
累
に
な
る
勿
れ
」
　
（
元
史
、
董
俊
伝
）
と
、
左
逆
元
師
　

董
俊
が
屡
々
諸
子
を
薄
め
た
と
云
う
此
の
懸
守
か
ら
当
隠
の
漢
人
世

侯
が
卑
屈
な
ま
ぞ
に
忠
誠
を
示
さ
ん
と
し
た
姿
が
如
実
に
見
ら
れ
る

ぞ
は
な
い
か
。

　
そ
し
て
、
先
の
「
諸
君
の
職
は
親
異
で
あ
る
愛
々
」
と
の
張
雷
魚

の
…
冨
葉
や
、
次
章
に
掲
げ
る
奥
天
沢
の
忠
誠
を
誓
・
2
榊
葉
等
を
併
せ

考
え
る
と
き
、
漢
宿
世
侯
達
が
と
り
も
直
さ
ず
厩
衆
の
反
抗
を
抑
圧

監
視
す
る
末
端
機
関
と
な
り
、
蒙
古
朝
の
激
し
い
搾
取
を
可
能
な
ら

し
め
る
に
大
な
る
役
割
を
果
し
た
の
を
知
る
の
で
あ
る
。

　
蒙
古
朝
廷
の
漢
人
世
話
対
策
は
此
の
よ
う
に
巧
妙
な
も
の
で
あ
っ

た
。

四
、
洵
朔
の
史
氏
と
山
東
の
李
氏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

　
史
氏
が
財
を
な
し
た
の
は
、
嘗
て
、
皮
倫
が
家
室
を
築
く
と
き
、

偶
然
に
掘
っ
た
地
中
か
ら
金
塊
を
発
見
し
た
に
よ
る
と
云
わ
れ
て
い

る
。
為
政
の
二
段
の
荒
廃
の
中
に
あ
っ
て
、
奴
虜
と
な
っ
た
者
を
買

（5t18）



い
と
っ
た
り
、
学
者
を
招
い
た
り
、
泰
和
四
年
に
は
、
前
に
書
い
た

よ
う
に
粟
八
万
石
を
表
し
て
畿
民
を
救
う
た
り
し
た
。
そ
の
豪
族
が

急
行
直
の
時
代
に
至
っ
て
重
大
な
危
機
に
直
面
し
た
。
彼
が
一
族
を

聚
め
て
鼠
う
の
に
は
、
　
「
方
今
、
国
家
は
喪
乱
す
、
誓
が
家
の
百
口

も
て
す
る
竜
何
ぞ
以
て
自
ら
保
た
ん
や
。
既
に
降
る
者
は
免
れ
得
る

を
知
る
」
（
元
気
、
四
天
幌
伝
）
と
、
さ
し
も
の
富
と
実
力
を
誇
っ
た

奥
疵
も
長
期
の
戦
乱
の
た
め
自
重
す
ら
出
来
な
く
な
っ
て
、
里
中
の

老
稚
数
千
人
を
率
い
て
蒙
古
軍
に
降
っ
た
の
で
あ
る
。

　
漢
等
量
と
云
う
高
い
誇
り
と
伝
続
に
輝
く
言
霊
に
と
っ
て
は
、
蒙

古
人
に
隷
従
す
る
事
が
如
何
に
苦
痛
で
あ
っ
た
と
し
て
竜
、
投
降
し

て
征
服
者
の
権
力
に
頼
る
以
外
に
既
存
の
名
声
と
生
命
を
維
持
す
る

方
法
を
考
え
出
せ
な
か
っ
た
た
め
で
あ
る
。

　
而
も
、
典
乗
直
の
投
降
の
報
が
一
た
び
伝
わ
る
と
、
　
「
遠
近
よ
P

聞
き
て
附
す
者
は
十
余
万
民
あ
り
。
尋
で
之
を
漠
北
に
遷
す
。
降
人

道
に
磯
う
」
　
（
元
奥
、
半
天
幌
伝
）
と
、
生
活
の
術
を
失
っ
た
十
万
二

戸
の
人
肉
が
附
随
し
た
。
そ
し
て
、
既
に
考
察
し
た
よ
う
に
、
当
賭

の
河
朔
地
方
の
状
態
は
降
人
達
が
直
ぐ
さ
ま
磯
餓
に
襲
わ
れ
る
程
荒

廃
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
蒙
古
朝
濃
下
に
お
け
る
漢
入
枇
侯
（
井
ノ
崎
）

　
他
方
、
李
氏
の
場
合
は
ど
う
で
あ
っ
た
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

　
宝
慶
三
年
（
＝
一
二
七
年
）
三
月
、
李
全
の
率
い
る
豊
州
（
由
東
益

都
県
西
南
）
の
守
備
軍
は
、
蒙
古
軍
の
一
年
越
し
の
包
囲
を
受
け
て

食
糧
に
苦
し
み
、
数
十
万
の
軍
民
は
数
千
に
減
じ
戦
意
は
と
み
・
に
衰

え
つ
つ
あ
っ
た
。
南
宋
軍
の
来
援
を
期
待
出
来
な
い
今
と
な
っ
て
は

投
降
以
外
に
此
の
苦
境
を
き
り
抜
け
る
方
法
を
知
ら
な
い
山
事
の
心

は
ち
ぢ
に
乱
れ
て
い
た
。
彼
に
は
投
降
を
提
案
嵐
来
な
い
次
の
理
由

が
あ
っ
た
の
ぞ
あ
る
。

　
も
と
も
と
、
李
金
の
乏
い
る
軍
隊
は
、
金
朝
が
南
遷
し
て
以
来
、

あ
ら
ゆ
る
異
民
族
の
侵
入
に
抵
抗
す
る
た
め
に
発
足
し
、
後
に
高
忠

絞
が
民
兵
を
組
織
す
る
と
、
い
ち
早
く
五
導
入
と
信
女
に
此
れ
に
参

加
し
た
純
然
た
る
義
軍
で
あ
っ
た
。
そ
れ
で
投
降
を
云
い
画
せ
ば
部

衆
か
ら
強
い
反
対
を
受
け
る
事
は
火
を
見
る
よ
り
朗
か
で
あ
っ
た
。

其
の
上
、
李
全
に
と
っ
て
は
感
情
的
な
今
一
つ
の
肉
置
が
あ
っ
た
。

そ
れ
は
、
先
年
、
山
東
地
方
を
躁
踊
し
た
蒙
吉
軍
に
無
惨
に
も
彼
の

母
と
長
兄
が
殺
さ
れ
た
。
其
の
悲
し
み
と
怒
り
が
甦
っ
て
く
る
度
に
、

と
も
す
れ
ば
投
降
に
澱
む
く
心
を
鞭
う
つ
た
の
ぞ
あ
る
。

　
苦
し
み
の
余
り
自
決
せ
ん
と
ま
で
思
い
つ
め
た
李
全
を
救
っ
た
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
九
．
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蒙
古
朝
治
下
に
お
け
る
漢
人
世
侯
（
井
ノ
晦
）

　
は
、
起
軍
以
来
の
腹
心
の
部
下
で
あ
っ
た
鄭
衛
徳
と
田
崎
の
「
懸
え

ば
、
衣
が
身
に
あ
り
て
袖
な
き
を
愁
い
と
な
す
が
如
し
。
今
蒙
古
が

　
北
に
帰
れ
ば
必
ず
し
も
非
な
ら
ず
」
（
轟
轟
、
李
全
伝
V
と
云
う
激
励
で

あ
っ
た
。
是
非
は
兎
も
か
く
と
し
て
、
降
服
す
れ
ば
蒙
古
軍
は
北
へ

」
還
る
だ
ろ
う
し
、
こ
の
事
は
結
果
的
に
見
れ
ば
撃
退
し
た
の
と
変
り

は
な
い
。
兎
に
も
角
に
も
、
蒙
古
軍
の
撤
退
を
望
む
な
ら
ば
、
投
降

は
か
な
ら
ず
し
竜
非
行
ど
こ
ろ
か
、
反
っ
て
巧
み
な
軍
略
で
あ
る
と

　
云
う
考
え
方
も
十
分
是
認
さ
れ
る
筈
で
あ
る
。
か
く
て
、
同
年
四
月

全
軍
は
蒙
古
軍
の
軍
門
に
降
っ
た
の
で
あ
る
。

　
古
来
、
由
東
地
方
は
北
支
那
き
っ
て
の
豊
饒
な
地
で
あ
っ
た
。
益

都
は
北
支
に
於
け
る
唯
一
の
銅
の
産
地
で
あ
の
、
済
南
か
ら
は
鉄
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

銀
が
産
禺
す
る
し
、
山
東
半
島
の
寧
海
か
ら
は
銀
が
産
出
し
た
。
叉
、

太
宗
二
年
｛
始
め
て
益
都
に
塩
課
課
税
所
を
置
い
た
山
東
の
塞
は
、

　
「
山
東
の
黒
影
を
割
き
て
以
て
師
に
も
ち
う
」
　
（
元
文
類
、
済
南
路
大

都
陰
張
公
行
欺
）
と
あ
る
よ
う
に
、
李
壇
討
伐
の
軍
費
を
賄
っ
て
余
あ

る
程
の
財
源
で
あ
っ
た
。
　
「
塩
を
煮
て
海
を
澗
ら
し
、
銅
を
劃
り
て

山
を
夷
ら
す
。
地
は
険
に
し
て
物
湿
し
」
と
、
云
う
「
皇
統
神
武

領
」
　
（
秋
澗
全
集
）
の
一
節
や
、
　
元
史
食
貨
志
（
歳
課
の
条
）
の
記
載

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
内
○

か
ら
間
接
的
で
は
あ
る
が
、
山
東
地
方
が
河
朔
地
方
よ
り
物
産
が
豊

か
で
あ
っ
た
事
を
推
察
出
来
る
筈
で
あ
る
。

　
更
に
い
い
事
に
は
、
　
「
群
盗
轟
起
し
、
蟻
差
の
翼
部
に
あ
り
て
重

き
こ
と
甚
し
」
、
と
、
あ
る
よ
う
に
、
戦
乱
に
よ
る
荒
廃
と
治
安
の
繁

乱
が
河
心
地
方
に
比
べ
て
遙
か
に
少
か
っ
た
し
、
そ
の
上
、
戦
乱
の

真
中
に
あ
り
な
が
ら
も
准
南
地
方
と
の
通
商
貿
易
は
見
痘
べ
き
竜
の

が
あ
っ
た
。
　
「
膠
西
は
登
・
寧
。
海
の
衝
に
当
り
百
貨
輻
湊
す
。
…

…
…
時
に
管
下
始
み
て
通
ず
。
北
人
は
尤
も
通
貨
を
重
じ
価
十
倍
に

増
す
。
　
〔
李
〕
全
は
商
人
を
誘
う
て
共
感
に
至
り
、
舟
を
以
て
其
の

貨
を
浮
べ
而
し
て
之
を
中
分
し
て
、
准
よ
り
転
醸
し
て
膠
西
に
達

す
」
　
（
宋
史
、
李
全
町
）
は
、
其
の
一
端
を
明
示
し
て
い
る
竜
の
で
あ

る
。　

以
上
の
よ
う
に
考
察
し
て
く
る
と
、
爾
者
の
闇
に
は
著
し
い
相
違

が
あ
る
の
が
分
る
。
即
ち
、
河
朔
の
世
侯
で
あ
る
史
氏
の
場
合
は
、

荒
廃
し
た
地
域
で
生
命
を
維
持
す
る
た
め
に
、
　
一
族
郎
党
と
と
も
に

進
ん
で
投
降
し
た
追
い
つ
め
ら
れ
た
入
端
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
反
し

澱
愚
な
地
方
に
拠
っ
た
出
東
世
侯
の
李
氏
は
、
蒙
古
軍
の
北
へ
還
る

の
を
計
算
に
入
れ
た
云
わ
ば
か
り
そ
め
の
降
服
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

（550）



　
こ
の
根
本
的
な
相
違
は
降
服
後
に
於
て
も
明
に
あ
ら
わ
れ
た
。
南

天
侃
は
千
余
人
を
召
集
し
て
清
楽
軍
と
称
し
、
木
華
黎
の
指
揮
す
る

蒙
古
侵
入
軍
の
先
頭
に
立
ち
…
数
女
の
大
功
を
た
て
た
。
例
え
ば
、
緯

州
（
山
西
義
倉
県
西
南
）
の
攻
略
戦
で
は
木
華
黎
の
激
賞
を
受
け
繍

衣
と
金
鞍
を
置
い
た
名
馬
を
賜
っ
て
い
る
。
蒙
古
軍
が
馬
を
至
上
の

財
物
と
す
る
遊
牧
属
で
あ
っ
て
み
れ
ば
、
名
馬
の
受
賞
が
此
の
上
も

な
い
名
誉
ぞ
あ
っ
た
事
は
今
更
云
う
ま
で
斜
な
い
。
此
の
よ
う
な
史

氏
一
族
の
忠
誠
ぶ
り
は
、
「
皮
嚢
は
寺
運
よ
り
起
り
、
風
雲
に
際
し
涼

徳
・
薄
敷
、
其
れ
将
に
幾
何
ぞ
。
今
君
名
は
顕
馨
し
、
宗
族
は
昌
熾

す
。
是
の
如
き
は
何
を
以
て
乾
坤
大
造
・
累
朝
の
恩
私
に
答
え
ん
乎
。

若
し
王
事
を
以
て
身
を
辺
郡
に
耀
し
、
馬
革
で
屡
み
て
帰
農
す
る
は
、

吾
が
素
よ
り
の
願
な
り
。
汝
等
謹
ん
で
此
の
訓
に
服
ぜ
。
筍
し
吾
が

言
に
違
は
ば
、
暴
を
吾
が
邸
墓
に
与
え
る
の
み
」
　
（
秋
澗
全
集
、
丞
糟

史
忠
武
王
家
伝
）
と
の
史
天
沢
の
訓
戒
か
ら
も
十
分
に
知
り
得
る
で

あ
ろ
う
。

　
｝
方
、
李
氏
は
金
が
太
宗
　
二
年
に
死
に
養
子
の
壇
が
益
巻
染
省
を

枇
堕
す
る
と
、
早
く
も
、
…
、
朝
廷
は
数
々
兵
髪
徴
す
れ
ど
、
韓
ち
謎

辞
し
て
至
わ
ず
し
　
（
元
典
、
李
理
伝
）
と
、
非
協
力
な
態
度
の
片
鱗
を

　
　
　
　
豪
古
朝
漁
下
に
お
け
る
漢
人
世
侯
（
井
ノ
崎
）

あ
ら
わ
し
、
憲
宗
八
年
四
月
に
は
明
か
と
な
っ
た
。
　
「
漏
壷
は
南
北

の
要
衝
な
り
、
兵
は
…
徹
す
べ
か
ら
ず
」
（
同
上
）
と
、
李
壇
は
、
憲
宗

の
命
ず
る
風
兵
に
芯
じ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
憲
宗
八
年
は
対
揮
毫

攻
撃
が
既
に
開
始
さ
れ
て
お
り
、
其
の
四
月
は
憲
落
懸
か
ら
四
川
方

面
に
出
語
し
て
い
て
、
主
力
は
朧
州
よ
り
散
関
の
険
を
経
て
汚
州
に

突
入
し
て
い
た
時
で
あ
る
。
云
う
ま
で
も
な
く
、
漢
人
世
侯
達
に
は

投
降
に
よ
っ
て
安
堵
さ
れ
る
代
償
と
し
て
貢
納
と
並
ん
で
軍
役
の
義

務
が
課
せ
ら
れ
て
い
て
、
普
通
そ
の
義
務
の
拒
否
は
許
さ
れ
な
か
っ

た
。
と
こ
ろ
が
、
細
鱗
の
拒
否
は
一
応
の
理
由
が
あ
っ
た
の
で
許
可

は
さ
れ
た
が
、
そ
の
代
り
に
背
面
作
戦
と
し
て
潅
北
地
方
へ
の
進
軍

が
命
ぜ
ら
れ
た
。
り
て
こ
で
李
璃
は
大
捷
を
得
た
の
で
あ
る
。
南
宋
朝

は
准
北
地
方
を
奪
還
し
て
、
敗
北
続
き
の
戦
況
を
一
挙
に
嬉
止
し
よ

う
と
企
図
し
た
。
そ
れ
だ
け
に
激
し
い
攻
盤
・
と
な
っ
て
あ
ら
わ
れ
た
。

李
碗
は
勝
に
乗
じ
て
甲
南
地
方
を
も
一
気
に
攻
略
す
る
事
こ
そ
最
上

の
防
備
で
あ
る
と
の
意
味
の
事
を
進
言
し
て
、
即
位
聞
も
な
い
世
祖

に
擾
軍
を
請
う
た
。
此
○
時
突
然
し
が
し
誰
れ
も
が
予
感
し
て
い
た

内
証
が
起
つ
た
。
そ
れ
で
世
祖
は
外
部
と
の
摩
擦
を
恐
れ
て
対
宋
政

策
も
き
わ
め
て
慎
重
と
な
っ
た
。
李
瑛
の
奏
請
を
許
さ
な
か
っ
た
慕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
一
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蒙
古
朝
漁
下
に
お
け
る
漢
人
轍
侯
（
井
ノ
崎
）

は
勿
論
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
蒙
古
朝
の
内
註
は
、
今
に
始
ま
っ
た
の
で
は
な
く
、

薦
藤
は
深
い
根
差
し
を
持
っ
て
い
る
が
、
其
れ
を
書
い
て
い
る
余
裕

は
な
い
。
唯
、
こ
の
場
合
の
内
数
と
は
阿
里
不
嵜
と
の
内
紛
ぞ
、
あ

ら
ま
し
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

　
憲
宗
九
年
（
コ
盃
九
年
）
の
七
月
の
末
か
、
八
月
の
始
め
に
憲
宗

が
陣
残
し
た
。
末
子
が
地
位
と
財
藍
を
狽
落
す
る
蒙
畜
の
相
続
法
を

尊
重
す
る
と
、
阿
里
不
幕
は
施
雷
の
末
子
で
、
施
雷
は
太
祖
ヂ
ン
ギ

ス
汗
の
末
子
で
あ
っ
た
か
ら
、
晦
里
不
嵜
の
大
汗
継
承
が
正
当
で
あ

っ
た
。
そ
の
機
会
が
今
お
と
ず
れ
た
の
で
あ
る
。
阿
里
不
払
は
次
の

大
汗
選
挙
の
大
江
会
の
召
集
を
・
命
じ
た
。
し
か
る
に
、
翌
年
三
月
、

世
祖
は
突
如
と
し
て
大
汗
に
即
位
し
た
。
続
い
て
四
月
、
和
音
（
在

外
蒙
古
瞳
倫
西
南
）
で
五
代
目
の
大
汗
に
擁
立
さ
れ
た
阿
里
不
寄
と

「
大
汗
継
承
」
と
云
う
主
権
の
問
題
を
介
し
て
、
兄
弟
の
闘
に
激
し

い
抗
争
が
開
始
さ
れ
た
。
大
汗
即
位
が
邪
道
で
あ
っ
た
だ
け
に
、
　
一

族
の
殆
ん
ど
を
敵
に
廻
し
、
文
字
通
り
四
颪
楚
歌
の
世
祖
フ
ビ
ラ
イ

汗
で
あ
っ
た
。
だ
が
結
局
、
複
雑
な
紛
争
の
結
果
、
至
元
元
年
（
一

一一

Z
四
年
）
正
月
、
世
祖
の
勝
利
に
終
っ
た
の
で
あ
る
。

四

　
さ
て
、
考
藥
は
戻
る
。

　
前
に
李
全
は
導
｛
な
物
産
と
通
商
貿
易
に
潤
う
生
活
を
守
る
た
め
に

爾
宋
の
義
軍
の
旗
を
巻
い
て
蒙
古
朝
に
降
っ
た
筈
で
あ
る
。
そ
れ
が

李
鷺
の
時
に
董
っ
て
、
皮
肉
に
竜
逆
に
南
宋
軍
の
執
拗
な
攻
撃
に
よ

り
破
壊
さ
れ
つ
つ
あ
る
の
で
あ
る
。
併
も
、
世
祖
の
頼
み
に
な
ら
ざ

る
事
が
分
る
と
、
　
「
一
路
の
兵
を
以
て
、
　
一
敵
国
に
抗
す
る
は
、
衆

寡
伜
し
か
ら
ず
。
人
と
も
に
患
う
所
な
り
」
　
（
元
史
、
李
理
伝
）
と
、

李
礒
は
憂
慮
し
始
め
た
。
そ
し
て
其
の
気
持
が
や
が
て
窃
に
南
宋
に

好
を
通
ぜ
ん
と
す
る
の
も
亦
押
蓋
の
な
り
ゆ
き
で
あ
っ
た
。

　
も
と
よ
り
、
世
祖
は
阿
里
不
潔
と
の
抗
争
に
全
力
を
あ
げ
た
が
、

最
近
非
協
力
な
態
度
、
を
示
す
李
銀
漏
の
由
極
地
方
に
於
け
る
漢
人
世

侯
の
行
動
が
気
が
か
り
の
種
と
な
っ
て
き
た
。

　
そ
こ
で
、
　
「
耳
垂
二
年
正
月
、
張
柔
三
…
…
…
諸
侯
の
権
を
削
り
、

六
徳
を
選
び
て
之
を
監
せ
ん
事
を
廷
議
す
。
諸
万
戸
は
寝
る
。
：
：
：

…
…
遂
に
旗
竿
安
撫
司
を
立
つ
。
諸
万
戸
智
怒
る
」
（
新
元
史
、
張
柔

伝
）
と
、
漢
人
世
侯
が
こ
ぞ
っ
て
激
怒
す
る
露
骨
な
弾
圧
政
策
が
採

用
さ
れ
る
に
蓋
つ
た
。
懐
柔
政
策
か
ら
弾
圧
政
策
へ
の
明
か
な
変
化

を
兇
せ
て
き
た
蒙
古
朝
の
漢
【
人
対
策
が
、
此
の
よ
う
に
概
増
に
陛
遇
し
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く
な
る
に
従
っ
て
、
漢
人
世
侯
の
中
に
は
依
然
と
し
て
蒙
古
朝
に
忠

誠
で
あ
る
．
～
き
か
一
変
は
反
対
に
爾
宋
朝
に
帰
し
て
其
の
庇
護
の
も

と
に
、
自
己
の
位
羅
を
保
つ
の
が
利
と
な
る
か
真
剣
に
考
え
興
し
た
。

　
其
の
最
も
端
的
な
の
が
李
聴
で
あ
っ
た
。
　
「
諸
侯
は
朝
観
す
れ
ど
、

壇
は
叉
至
ら
ず
」
（
元
文
類
、
済
南
路
大
都
督
張
公
行
妖
）
の
態
度
が
、
「
中

二
野
法
は
各
路
に
通
行
す
れ
ど
、
惟
、
適
は
漣
州
令
子
を
用
う
」
、

（
認
上
）
と
、
蒙
古
朝
制
定
の
通
貨
の
使
用
を
拒
み
、
遂
に
は
、
「
士

卒
は
、
唯
、
碗
の
号
令
を
知
り
て
復
た
朝
廷
の
命
を
盲
於
く
る
こ
と
を

知
ら
ず
」
（
野
上
）
と
、
蒙
古
朝
廷
が
最
竜
恐
れ
て
い
る
事
態
に
た
ち

至
っ
た
。
姜
或
を
し
て
、
　
「
益
都
の
李
聴
の
反
状
す
で
に
弄
る
。
宜

し
く
先
き
に
其
の
未
だ
発
せ
ざ
る
に
、
之
を
制
す
べ
し
」
　
（
新
元
史
、

姜
繭
伝
）
と
、
奏
せ
し
め
る
に
至
っ
た
の
は
此
の
時
期
の
事
で
あ
っ

た
。
禰
も
、
「
〔
華
壇
〕
偶
々
漣
州
を
紛
し
、
蝋
ち
其
の
功
を
禽
り
、

悉
く
歳
賦
を
留
め
て
兵
を
塾
す
る
用
と
な
す
。
而
し
て
叉
、
侵
し
て

塩
課
に
及
ぶ
し
　
（
元
種
類
、
済
欝
路
大
都
督
張
公
行
状
）
と
、
財
源
的
に

・
も
用
意
の
禺
来
た
今
と
な
っ
て
は
李
壇
の
心
は
決
っ
た
。
質
子
と
し

て
京
師
に
あ
っ
た
実
子
の
李
彦
簡
を
窃
に
呼
び
戻
し
た
李
璃
は
、
漣

海
の
三
峻
を
南
宋
朝
に
献
上
す
る
代
り
に
強
力
な
援
助
を
約
し
て
遂

　
　
　
　
蒙
宵
朝
漁
下
に
お
け
る
漢
人
世
侯
（
弾
ノ
崎
）

に
反
旗
を
翻
し
た
の
で
あ
る
。

　
要
す
る
に
、
河
芸
地
方
の
漢
入
世
侯
は
．
生
活
を
守
る
た
め
に
蒙

古
朝
に
隷
属
し
た
。
蒙
古
朝
の
権
力
に
頼
ら
な
け
れ
ば
自
滅
す
る
外

な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
た
め
に
蒙
吉
朝
の
衰
退
は
、
直
ち
に
彼
等
の

衰
亡
を
意
味
し
た
の
で
金
力
を
挙
げ
て
忠
誠
を
尽
し
た
。
こ
れ
に
反

し
て
、
山
東
地
方
の
世
侯
は
蒙
古
軍
の
侵
入
に
よ
り
戦
場
と
化
し
生

活
が
破
壊
さ
れ
る
の
を
恐
れ
て
の
降
服
で
あ
っ
た
。
生
存
し
て
ゆ
く

の
に
蒙
古
朝
の
権
力
に
頼
る
必
要
は
な
か
っ
た
。
む
し
ろ
其
の
干
渉

と
搾
取
を
極
度
に
嫌
っ
た
結
果
弾
圧
が
加
え
ら
れ
ば
益
々
反
抗
的
に

走
っ
た
の
で
あ
る
。
　
　
　
．

五
、
叛
乱
漢
人
世
侯
の
敗
因

　
李
碗
の
叛
徒
は
十
万
と
称
せ
ら
れ
た
し
、
憎
々
の
率
い
る
南
宋
軍

は
、
こ
れ
に
呼
摩
し
て
破
竹
の
勢
で
北
上
を
開
始
し
た
。
　
「
上
、
親

王
の
細
口
必
斉
（
恰
必
赤
）
に
算
し
て
、
諸
道
の
兵
を
総
べ
て
之
を
討

た
し
む
。
蛾
の
兇
勢
は
甚
だ
さ
か
ん
な
り
、
幸
い
ぞ
公
（
史
天
沢
）

に
命
じ
て
往
か
し
む
」
　
（
元
朝
名
臣
纂
略
、
丞
絹
史
忠
武
王
神
道
碑
）
と
、

そ
れ
は
激
し
い
叛
乱
で
あ
っ
た
。

紅
藻
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蒙
古
朝
治
下
に
細
け
る
漢
人
世
僕
（
井
ノ
蒔
）

　
と
こ
ろ
が
、
そ
の
激
し
い
叛
乱
が
、
同
年
七
月
に
李
嬢
，
が
逮
捕
さ

れ
て
、
あ
っ
け
な
く
終
結
し
た
。
そ
の
聞
僅
か
に
五
ケ
月
と
い
う
驚

く
べ
き
短
期
間
で
あ
る
。
こ
の
み
じ
め
な
敗
北
は
何
に
起
因
し
た
の

で
あ
ろ
う
か
。

　
蒙
古
朝
の
搾
取
は
包
銀
制
の
施
行
を
機
会
と
し
て
、
大
衆
の
強
い

反
繋
を
受
け
た
事
は
、
既
に
考
察
し
た
。
併
し
、
搾
取
は
決
し
て
止

っ
た
の
で
な
く
、
昆
の
困
窮
は
ま
す
ま
す
其
の
度
な
加
え
た
。
　
「
袋

に
包
銀
の
法
が
行
わ
れ
て
よ
り
、
弊
が
積
み
て
、
今
や
民
・
力
愈
々
困

る
。
朝
廷
が
制
を
立
て
る
は
、
も
と
民
を
利
せ
ん
と
絶
せ
し
に
、
反

っ
て
昆
を
害
う
。
法
の
弊
に
あ
ら
ず
し
て
入
の
弊
な
り
。
之
に
加
え

る
に
、
濫
官
、
汚
吏
が
貨
縁
し
て
侵
思
し
、
科
敷
す
れ
ば
務
め
て
睡

余
を
求
め
、
輸
納
す
れ
ば
暗
に
折
耗
を
伽
え
、
以
て
淫
を
致
す
。
刑

は
虐
く
、
政
は
暴
く
、
敷
は
急
で
、
農
夫
を
微
捺
し
、
田
里
に
安
ん

じ
得
な
い
者
が
害
を
為
す
こ
と
一
に
あ
ら
ず
。
吾
が
民
、
安
ぞ
重
困

せ
ざ
る
を
得
ん
や
」
（
元
典
章
、
型
政
巻
三
均
賦
役
）
と
、
包
銀
制
の
正

当
性
を
強
調
し
た
此
の
庚
申
（
三
六
〇
年
）
四
月
六
H
O
詔
書
〇

一
覧
が
、
は
し
な
く
も
昆
衆
の
函
窮
を
完
全
に
裏
書
き
し
て
い
る
。

　
併
し
な
が
ら
、
山
東
地
方
の
住
民
は
河
朔
地
方
の
住
畏
に
比
べ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
霊
宝

と
比
較
に
な
ら
ぬ
程
、
生
活
に
余
裕
が
あ
っ
た
筈
で
あ
る
。
前
に
も

書
い
た
が
、
山
東
地
方
が
豊
饒
な
勉
で
あ
っ
た
上
に
、
世
態
の
討
伐

よ
り
帰
還
し
た
唆
都
が
、
　
「
郡
県
の
悪
少
年
が
、
間
道
よ
り
馬
を
宋

境
に
灘
ぐ
。
云
々
」
　
（
新
元
史
、
唆
都
伝
）
と
、
語
っ
て
い
る
纂
か
ら

も
分
る
よ
う
に
、
肉
南
地
方
と
の
盛
ん
な
密
貿
易
が
生
活
の
窮
乏
を

幾
分
な
り
と
も
救
っ
て
い
た
。
そ
れ
で
蒙
古
朝
の
重
圧
に
対
し
て
力

で
以
て
対
抗
す
る
よ
う
な
激
し
い
反
抗
意
識
は
な
か
っ
た
。
む
し
ろ
、

生
活
を
破
壊
す
る
戦
の
始
ま
る
の
を
非
常
に
恐
れ
て
い
た
。
　
「
廷
議

し
て
盆
路
の
兵
を
増
慰
し
、
宋
を
伐
た
ん
と
す
。
済
南
路
は
応
に
二

三
三
百
人
を
調
す
べ
し
。
昆
大
い
に
擾
ぐ
」
　
（
藷
元
典
、
温
麺
伝
）
と
、

罠
衆
に
と
っ
て
は
精
二
杯
で
あ
る
戦
争
忌
避
の
意
志
表
示
を
調
兵
拒

否
の
騒
擾
か
ら
感
じ
取
る
こ
と
が
嵐
来
る
の
で
あ
る
。

　
こ
う
い
っ
た
大
衆
を
基
盤
と
し
て
、
饗
膳
．
は
反
乱
を
起
し
た
の
で

あ
る
。
　
「
民
は
壇
の
反
す
る
を
聞
き
、
保
郭
に
入
り
、
或
は
山
谷
に

奔
蜜
す
。
是
に
よ
り
益
都
よ
り
墨
壷
に
至
る
数
百
里
、
寂
と
し
て
人

声
な
し
」
　
（
元
輿
、
李
珊
伝
）
と
、
嘗
て
蒙
古
軍
の
優
入
に
対
し
て
は
、

共
に
起
ち
あ
が
り
雄
々
し
く
抵
抗
し
た
罠
衆
は
、
完
金
に
協
力
を
忌

避
し
た
。
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而
・
も
、
済
南
…
城
で
包
囲
を
受
け
た
叛
乱
軍
は
う
三
ケ
臼
〃
の
籠
城
の

た
め
に
極
度
に
士
気
は
衰
え
食
糧
は
逼
迫
し
た
Q
李
璃
は
城
中
の
婦

女
子
を
将
士
に
与
え
て
士
気
の
墨
黒
を
計
夢
、
民
家
に
貯
蔵
す
る
食

糧
を
徴
発
し
て
軍
糧
に
あ
て
た
。
こ
の
爾
対
策
が
共
に
住
民
の
激
し

い
怒
を
買
っ
た
事
は
ゑ
う
ま
で
も
な
い
。
か
く
て
、
　
「
是
に
至
り
て
、

人
情
は
潰
散
し
、
璃
は
制
す
る
能
わ
ず
」
（
同
上
）
と
、
人
心
は
全
く

李
壇
か
ら
離
れ
て
い
っ
た
。

　
李
壇
の
失
敗
は
此
れ
だ
け
で
は
な
か
っ
た
。
山
東
地
区
の
多
く
の

諸
侯
が
同
時
に
蜂
起
す
る
と
云
う
見
込
が
全
く
誤
算
に
終
っ
て
し
ま

っ
た
。
例
え
ば
、
隠
州
の
劉
復
亨
は
李
琉
の
密
使
を
斬
り
捨
て
た
ば

か
り
か
、
逆
に
討
伐
軍
の
先
頭
に
立
つ
た
の
を
始
め
と
し
、
（
元
史
、

劉
通
馬
）
済
南
の
張
邦
直
兄
弟
は
間
離
し
て
お
り
な
が
ら
・
も
反
響
を

翻
さ
な
か
っ
た
。
　
（
乱
撃
、
世
瓢
本
・
紀
）
叉
、
彼
と
行
動
を
共
に
し
た

徐
州
の
李
果
薪
は
余
り
に
も
簡
単
に
敗
北
し
て
し
ま
っ
た
。
（
球
史
、

厳
忠
綱
傅
）
そ
し
て
、
最
竜
期
待
し
て
い
た
南
宋
の
援
軍
は
、
斬
よ

．
り
毫
・
牒
。
徐
。
郵
・
治
…
・
浜
の
七
州
を
攻
略
し
、
破
竹
の
勢
で
進

軍
し
て
来
な
が
ら
、
渦
口
（
安
徽
省
懐
藁
蕎
東
北
）
で
張
弘
長
に
尊

話
さ
れ
る
に
及
ん
で
其
の
望
は
絶
た
れ
て
し
ま
っ
た
。
（
元
災
、
張
弘

　
　
　
　
　
蒙
古
覇
治
下
に
お
け
る
漢
人
世
侯
（
井
ノ
略
）

直
黒
）

　
こ
の
よ
う
に
、
大
衆
の
支
援
な
き
叛
乱
を
起
し
、
山
東
地
区
の
御

入
世
侯
の
問
時
蜂
起
と
、
南
宋
の
援
助
を
過
大
に
評
価
し
た
叛
乱
軍

で
あ
っ
て
み
れ
ば
、
僅
か
五
ケ
月
で
滅
び
た
事
も
あ
な
が
ち
無
理
か

ら
ぬ
事
で
あ
っ
た
。

六
、
ま

と

め

　
翌
朝
が
衰
亡
の
色
を
濃
く
し
た
の
は
、
宣
宗
の
南
榎
か
ら
で
あ
っ

た
し
、
賦
敷
が
繁
重
の
度
を
増
し
た
の
竜
其
の
頃
か
ら
で
あ
っ
た
。

こ
の
搾
取
を
免
が
れ
生
活
を
守
る
た
め
に
繊
現
し
た
種
々
の
自
衛
団

は
、
結
局
、
蒙
訳
語
と
手
を
結
ん
で
共
同
の
敵
で
あ
る
金
轡
を
亡
し
、

蒙
古
朝
と
の
聞
に
嘉
し
い
支
配
関
係
が
成
立
し
た
。
金
朝
を
倒
す
こ

と
に
成
功
し
た
安
堵
か
ら
初
期
に
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
抵
抗
が
、
異

民
族
支
配
と
笑
う
特
異
な
も
の
で
あ
っ
た
だ
け
に
、
憲
宗
の
包
銀
制

施
行
を
契
機
と
し
て
蓑
画
化
し
て
く
る
。
こ
の
激
し
い
漢
人
族
の
反

r
抗
を
団
饗
す
る
た
め
に
蒙
古
朝
廷
は
漢
人
世
智
を
矢
面
に
立
て
た
。

大
衆
の
反
抗
を
圧
え
、
忠
誠
を
励
む
者
の
み
世
侯
と
し
て
の
身
分
を

保
証
し
た
の
で
あ
る
。
併
し
、
金
。
宋
・
蒙
古
と
複
雑
な
三
朝
対
立

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
眠
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蒙
古
朝
口
下
に
お
け
る
漢
入
世
侯
（
井
ノ
晦
）

の
政
治
情
勢
が
、
漢
入
津
侯
を
し
て
如
何
な
る
権
力
と
結
び
つ
く
時
、

彼
等
の
既
存
の
地
位
を
最
も
安
全
に
保
持
撮
来
る
か
を
判
断
す
る
政

治
感
覚
を
非
常
に
鋭
敏
に
し
た
。
か
く
て
、
早
く
よ
り
蒙
古
族
と
接

触
し
て
い
た
河
朔
地
区
の
漢
人
世
話
は
、
生
活
を
維
持
す
る
た
め
に

蒙
古
朝
廷
に
積
極
的
に
協
力
し
た
の
に
反
し
、
出
東
地
区
の
嘆
人
枇

侯
は
生
活
を
守
る
た
め
に
逆
に
反
抗
的
と
な
っ
た
。
世
祖
が
邸
位
し

て
元
朝
が
成
立
す
る
ど
、
世
祖
は
附
里
不
寄
の
内
訂
の
た
め
、
外
部

と
の
摩
擦
を
さ
け
る
の
に
臆
病
す
ぎ
る
程
の
配
慮
を
行
っ
て
い
た
。

従
っ
て
、
宋
朝
と
の
問
題
に
つ
い
て
は
慎
重
に
漢
人
世
侯
を
指
導
し

た
。
だ
が
そ
の
反
面
、
漢
人
世
紀
の
問
題
に
な
る
と
極
め
て
厳
絡
ぞ

あ
っ
た
。
政
治
的
に
有
害
と
い
う
理
由
で
轟
激
忠
済
を
除
く
の
に
少
し

も
購
躇
し
な
か
っ
た
し
、
宋
朝
に
接
近
し
た
と
云
う
理
由
で
全
力
を

あ
げ
て
李
廼
を
葬
っ
た
。
基
礎
未
だ
固
ま
ら
ざ
る
元
朝
に
と
っ
て
漢

二
世
侯
の
動
向
が
重
大
に
影
響
す
る
纂
を
考
え
れ
ば
当
然
な
事
と
云

わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
か
く
て
、
李
壇
の
乱
を
機
と
し
て
、
や
が
て
漢

人
世
侯
は
軍
民
兼
領
の
特
権
を
剥
奪
さ
れ
、
至
元
元
年
（
一
中
統
五
年
、

｝
二
六
四
年
）
、
「
始
め
て
諸
侯
む
罷
む
」
（
元
史
、
世
侯
本
紀
）
と
、
全

面
的
に
姿
を
没
す
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
六

①
此
の
事
に
つ
い
て
は
、
面
諭
陽
が
「
元
代
社
会
階
級
剃
度
」
（
一
八
i

　
一
九
甲
貴
）
　
で
少
し
述
べ
　
て
い
吻
。
が
一
　
ル
捧
系
的
に
指
仙
糊
刑
さ
れ
“
に
の
は
、
　
田
［
村

　
実
造
獅
静
授
の
「
求
ヨ
ウ
王
閑
幽
の
成
立
と
性
絡
己
　
（
貰
㎝
洋
史
研
究
餓
浬
十
一
巻

　
第
二
号
）
に
於
て
で
あ
る
。

②
元
史
、
巻
一
四
七
、
張
柔
伝
に
「
辛
丑
、
升
保
州
為
順
天
府
」
と
あ
η
、

　
普
獄
湿
「
順
天
の
張
氏
」
と
睡
称
さ
れ
て
い
た
。

③
　
李
理
の
乱
の
持
つ
政
二
幅
意
義
を
其
の
歴
史
的
経
過
に
お
い
て
詳
細
に

　
考
究
さ
れ
た
の
は
、
愛
宕
松
附
男
研
教
授
の
「
李
瑛
の
叛
翫
と
其
の
政
治
的
意

　
義
」
（
東
洋
奥
研
究
第
六
巻
第
隣
号
）
で
あ
る
。

　
　
尚
、
拙
稿
を
草
す
る
に
当
っ
て
、
教
授
の
論
丈
か
ら
多
く
の
御
教
示
を

　
受
け
た
。

④
　
此
の
事
に
つ
い
て
は
、
古
肖
崎
和
雄
氏
が
「
中
世
に
お
け
る
民
族
の
閥
一

　
題
」
　
（
歴
史
単
研
究
会
一
九
五
一
年
大
会
報
告
）
で
既
に
指
摘
さ
れ
て
い

　
る
。

⑤
　
　
（
次
貰
地
図
参
照
）

⑥
河
朔
地
方
と
は
黄
河
以
北
の
地
を
指
す
の
で
あ
る
が
、
困
っ
た
事
に
は

　
黄
河
は
屡
、
、
そ
の
河
道
を
変
え
る
の
で
あ
る
。
大
ま
か
に
雪
っ
て
北
流
と

　
東
流
と
が
あ
る
が
、
　
（
註
⑤
の
三
二
参
照
）
金
の
総
会
六
年
（
一
一
二
八

　
年
）
に
懲
て
な
い
穴
変
化
が
あ
っ
た
。
そ
れ
は
宋
の
東
京
留
守
杜
充
が
金
軍

　
の
沐
二
杁
進
殿
塾
を
防
が
ん
が
た
め
に
黄
河
を
切
っ
て
新
道
を
つ
く
っ
た
の
で

　
あ
っ
て
、
測
水
よ
η
潅
　
水
に
流
れ
る
所
謂
南
流
で
あ
る
。
　
（
外
一
山
軍
・
治
甜
教

　
畏
「
費
河
の
河
道
を
回
る
二
朱
交
渉
」
東
洋
史
研
究
第
二
巻
第
四
号
）
従

　
つ
て
元
代
に
於
て
は
、
黄
河
は
・
構
流
し
て
い
た
が
、
こ
こ
で
蛍
う
の
は
其
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⑦

れ
以
前
の
河
道
で
あ
る
東
流
以
北
の
地
方
を
指
し
て
い
る
。

戸
数

欣
鉾
樟
七
鱗
廟
コ
握
翫
鋳
一
二
闘
翫
簸
堕
鞠
乳
鋳

交
九
劉
六
九
三
九
6
。
。

茎
嵩
。
9
　
棊
四
西
　
　
八

　
　
　
　
…

阪
冨
奮
八
｛
ハ
碇
噛
感
r
ト
四
八
四
噛
障
－
翌
八
隔
魔

③
　
金
誌
覇
の
｝
戸
脾
職
作
成
の
順
序
は
、
三
島
牛
に
一
変
そ
の
年
の
正
月
〃
初
め
里
正
、

　
主
首
、
漁
安
、
謀
克
に
命
じ
姓
名
と
年
齢
を
具
し
て
戸
口
を
験
し
、
同
二

　
十
旨
に
実
撒
を
県
に
報
告
し
、
ニ
ロ
乃
二
十
日
そ
れ
を
州
に
申
し
、
そ
れ
か

　
ら
十
日
以
内
に
上
司
に
届
け
、
す
べ
て
四
月
二
十
口
に
戸
部
を
経
て
申
書

　
省
に
逮
す
る
事
に
な
っ
て
い
る
。

⑨
太
宗
オ
ゴ
ダ
イ
汗
が
霞
か
ら
囚
功
と
い
っ
て
誇
っ
た
陽
つ
の
手
柄
が
あ

　
る
。
金
朝
平
定
を
莫
の
第
一
に
収
華
げ
て
い
る
事
か
ら
し
て
、
彼
に
し
て
は

「
加
遡
何
一
に
資
劃
一
の
種
で
あ
っ
た
か
分
る
。
耀
同
、
四
功
と
は
金
朝
平
定
の
外
、

　
駅
伝
の
設
㎝
直
、
井
一
戸
の
脚
牙
掘
、
探
馬
臣
の
創
鼠
阻
の
四
つ
を
弐
う
。

⑩
　
箭
内
互
櫨
…
士
の
「
猿
酒
朝
駆
牌
牌
村
考
」
　
（
蒙
古
史
研
究
）
に
難
引
し
。

⑳
包
銀
制
と
は
、
例
え
ば
軍
戸
・
鼓
戸
・
課
戸
等
の
特
殊
な
戸
欝
を
除
い

　
た
一
般
浅
戸
に
共
の
暴
動
に
縫
…
じ
て
賦
課
し
、
原
則
と
し
て
銀
納
せ
し
め

　
た
制
度
で
、
安
部
健
晶
穴
教
一
狭
の
「
元
時
代
の
包
銀
制
の
考
究
」
　
（
東
方
轡
ず

　
報
、
京
都
第
二
十
四
冊
）
に
詳
し
。

⑫
　
愛
宕
松
男
教
授
は
「
同
国
叛
乱
と
其
の
政
治
的
意
義
」
で
高
麗
か
ら
蒙
．

　
古
朝
へ
の
歳
貢
を
例
と
し
て
、
漢
人
世
侯
に
と
っ
て
は
過
大
な
負
担
で
な

　
か
っ
た
と
晶
翻
じ
て
お
ら
れ
．
る
。

⑬
史
氏
の
系
譜
は
ほ
ぼ
左
の
通
り
。

倫
義
珪
↓
流
昌
天
爵
⊥
儲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
オ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
；
．
天
安

一
天
沢
一
格

（55’i’）

籏
古
朝
治
下
に
お
け
る
漢
人
世
侯
（
井
ノ
略
）

四
七



⑭

豪
吉
朝
漁
下
に
お
け
る
漢
人
惟
饒
（
井
ノ
縛
）

杢
’
氏
の
糟
毛
㎎
ほ
ぼ
左
の
通
り
。

　
　
一
日

・
コ
エ
i
福

　
　
…

　
　
．
一
全
…
（
養
子
）

⑯
　
左
の
地
図
は
、

明
で
あ
る
。

　
　
　
　
…
壇

　
　
　
　
　
鵬
一
彦
簡

妻
統
⊥
贔

　
元
史
食
貨
志
に
よ
つ
て
作
成
し
た
が
其
の
露
出
P
鷺
は
不

田
上

　
（
附
詑
）
　
佐
伯
助
教
授
か
ら
資
料
の
誤
醗
等
に
つ
い
て
多
く
の
御
数
示
を
受

け
た
。
深
く
謝
意
を
表
し
簑
す
。

昭
和
ご
十
九
年
十
月
十
五
艮

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
史
学
研
究
会
理
事
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
原
　
　
随
　
園

当
会
々
三
三
七
条
、
第
十
三
条
な
ら
び
に
附
則
の
規
定
に
も
と

づ
き
、
左
の
通
り
会
員
総
会
を
開
催
致
し
ま
す
か
ら
、
何
卒
御

出
席
下
さ
い
。

　
　
　
　
記

ロ
時
十
一
月
二
日
（
火
）
午
後
三
時
（
予
定
）

場
所
　
京
大
楽
友
会
館
（
市
電
近
衛
通
下
車
）

議
題

　
一
、
会
　
務
　
報
　
告

　
一
、
三
瀬
変
翼

　
一
、
評
議
員
改
選

「
会
員
各
位

〔
お
こ
と
わ
り
〕
　
前
号
駈
掲
の
通
り
、
十
一
月
一
日
（
月
）
奈
良
方
面
の
見

学
を
行
い
ま
す
が
、
バ
ス
の
定
員
が
五
十
名
に
限
ら
れ
て
お
り
ま
す
の
で
、
御

希
望
の
方
は
見
学
会
費
を
添
え
、
至
急
お
申
し
込
み
下
さ
い
。
見
学
会
費
は
二

眉
円
と
発
表
致
し
ま
し
た
が
、
諸
経
費
が
か
さ
み
ま
す
の
で
二
百
五
＋
円
と
改

め
ま
し
た
。
何
卒
輿
情
御
了
察
の
上
、
既
に
二
菅
閂
御
納
入
の
方
は
、
追
加
会

費
を
お
送
り
下
さ
る
よ
5
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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　　5．　Sanjo　．as　an　Econoitnical　Basis・of　the　Nobi．　lity　With　the　de－

velopment　of　the　kr］ightly　clftt　ss　the　manors　once　held　by　the　nobilitY

were　often　in　danger　of　destruction　and　the　nobility　tried　to　retain　the

estates　of　Sanjo　as　the　lttst　basis　of　their　declining　economy．　lt　was

’th：・tt　the　Sanjo　was　not　only　the　last　trace　of　ancient　slavery　but　also

．the　emergence　of　Sanjo－min　as　tl｝e　active　tTaders　of　the　age．

　　6．　The　Civil　War　q．　nd　After　During　the　Civil　War　of　the　Nan－

！oku－cho　（Fi－a’＃ic￥“fJ）　the　．Sanjo　played　E　great　role．　”1”he　survival　of

N・n－ch・（南朝）・ve・half　a　centti・y　was　s・lely　depe且denゆthe　ec・n・一

inic　power　of　the　Sanjo－min．　Bzit　with　the　（levelopment　of　nierchant

c・tpital　under　the　Mur・i｝iachi（室町）Shogunate乞hey　were　weakened　tmd

’with　it　disappeared　the　last　groundwo1’1〈　of　the　ancient　state．

The　Chinese：Lords（Shih－hou世話）under　the

　　　　　　　　　　　　　　Mongolian　1）ynasty

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　by

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　T．　lnosaki

l）u・i・g　th・first　part・f　the瞭剛h　ce就urγ．　C聯w・s癒・ch圃・

・situation　arising　froin　the　social　dislocation　caused　by　the　contending

dyntxstles．　IBut　in　1234　the　Yiiai）　displaced　the　Chin　Dynt・msty　and　the

IY｛Ilonts｛olians　ruled　the　people　of　Chlna．　［［”he　rttcial　prej“dicL“，　however，

was　stroi　g　among　the　people　t・tnd　the　ruling　class　was　open　to　many

resistances．　“（oreover　Nan－Sting　was　anxious　to　recover　territory　lost　in

．the　sociしtl　tur難ユoil　｛n　tl｝e　preceding　ages・　王n　such．acircumstance　th曾

．Si・一。・11ed・hlh－h・・P1・ty・d・deli・・重…1・tts　an　i・termedia・アb伽ee・・

’the　Moi）golian　Court　and　the　people．

（623＞


